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Ⅰ 学校法人湘南ふれあい学園の概要 

■ 基本情報

名称 学校法人 湘南ふれあい学園 

理事長 大屋敷 芙志枝 

主たる事務所 住所 神奈川県横浜市戸塚区上品濃 16 番 48 号 

電話番号 045-828-4322 FAX 番号 045-828-4323 

ホームページ http://www.fureai-g.ac.jp/ 

■ 建学の理念

「人を尊び、命を尊び、個を敬愛す」

  その考えのもとに 保健・医療・福祉・教育を担当し そして、社会へ奉仕する事を 

めざすものです。 

  わたしたちは、すべての人々のしあわせに、今、役立ちたいと願っています。 

  1 やさしさと思いやりのある保健・医療・福祉・教育の実践 

  2 生命
い の ち

を全うしていただくための知識・技術の習得 

  3 その人らしさと個別性を尊重し敬愛す 

わたしたちは、理念の実践者になります。 

■ 教職員の行動基準

１ 使命

ふれあいグループの理念を基本とし、地域の人々の幸せに役立つ保健・医療・福祉・教育

を保障するために、専門職的で倫理的な医療と教育を行なうべく最大限の努力を尽くす。 

２ 地域社会への貢献 

ふれあいグループの医療と教育機能を地域の医療・教育体系に連携し、効率的な地域サー

ビスの成果を挙げることに努める。 

３ 研修と教育 

教育者としての研修に励み、ふれあいグループとして提供できる医療教育水準の向上と

後進の教育に努める。 

４ 記録と守秘義務 

記録を完備し確実に管理するとともに、職務上知り得た個人の秘密は厳守する。 

５ 管理運営 

学生中心の教育の心構えを堅持し、ふれあいグループが地域社会に必須の医療並びに教

育施設として存続できるよう、公正で合理的な管理運営に努める。  

■ 事業基本方針
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１ 私たちは、PDC 活動により学校経営に全職員が参画し、さらなる発展を目指します。 

２ 私たちは、学生・園児に最適な教育サービスをタイムリーに提供します。 

３ 私たちはやさしさ、思いやりと気配りのある態度で仕事をします。 

■ 全教職員参加

１ PDC 活動の推進（部門・個人 PDC の精度向上） 

２ 安全管理体制の強化 (委員会活動の活性、規程類の再点検) 

３ FD・SD 活動、研修活動の推進 (授業内容、職務内容の改善による教育水準の向上) 

４ 業務改善運動の推進及び６Ｓ活動の実践 

５ 時間外勤務削減及び時間の有効活用 

■ 法人及び設置校の沿革

年 月 沿革 

平成 6 年（1994） 1 月 準学校法人 湘南ふれあい学園設置 

4 月 茅ヶ崎看護福祉専門学校創立 

平成 10年（1998） 4 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校創立 

平成 12年（2000） 4 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校社会福祉専攻科設置 

平成 13年（2001） 1 月 学校法人横浜アカデミーより 2 幼稚園、2 専門学校、1 予備校を継承 

湘南ふれあい学園を準学校法人から学校法人へ変更 

平成 14年（2002） 4 月 専門学校横浜外語ビジネスアカデミー日本語研修科設置 

平成 16年（2004） 4 月 下田看護専門学校創立 

専門学校横浜外語ビジネスアカデミー美容学科・診療情報管理学科・臨床工学学科設置 

平成 17年（2005） 4 月 専門学校横浜外語ビジネスアカデミーをふれあい横浜専門学校に校名変更 

平成 18年（2006） 4 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校社会福祉学科を精神社会福祉学科へ名称変更 

ふれあい横浜専門学校美容学科入学定員変更、総合電子専門学校学科再編（設置及び変更） 

平成 20年（2008） 4 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 理学療法学科入学定員変更 

平成 21年（2009） 4 月 総合電子専門学校 学科再編（名称変更等） 

平成 22年（2010） 4 月 茅ヶ崎看護福祉専門学校を茅ヶ崎看護専門学校に校名変更及び看護学科入学定員変更 

平成 23年（2011） 4 月 ふれあい横浜専門学校 観光学科入学定員変更 

総合電子専門学校 研究科設置 

平成 24年（2012） 4 月 茅ヶ崎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校言語聴覚学科（2 年制）設置及び作業療法学科入学定員変更 

総合電子専門学校 医療マネジメント科設置及び情報デザイン科入学定員変更 

6 月 湘南医療大学（仮称）大学設立準備室設置 

平成 26年（2014） 3 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 南湖校舎移転 

湘南医療大学（仮称）設置認可申請書提出 

4 月 学校法人湘南ふれあい学園本部事務所移転 

総合電子専門学校を医療ビジネス観光情報専門学校に校名変更及び学科再編 

10 月 湘南医療大学 設置認可 

学校法人湘南ふれあい学園寄附行為変更認可 

平成 27年（2015） 4 月 湘南医療大学開学 

学校法人湘南ふれあい学園本部事務所移転 

平成 28年（2016） 3 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校介護福祉士実務者研修設置 
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平成 29年（2017） 2 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校介護福祉士実務者研修 

年間定員を 30 名→60名に変更 

4 月 みどり幼稚園を幼保連携型認定こども園みどり幼稚園に改組 

平成 30年（2018） 2 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校介護福祉士実務者研修 

年間定員を 60 名→90名に変更 

3 月 医療ビジネス観光情報専門学校 情報システム学科 廃科 工業専門課程 廃止 

4 月 湘南医療大学 臨床医学研究所 設置 

7 月 医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科設置及びこれに伴う校名変更認可 

11 月 湘南医療大学 大学院（保健医療学研究科）設置認可及びこれに伴う学校法人湘南ふれ

あい学園寄附行為変更認可 

医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科新課程設置に伴う学校法人湘南ふれあい

学園寄附行為変更認可 

2 月 湘南医療大学薬学部新設のための寄附活動のための寄附行為変更認可 

平成 31 年 

令和元年（2019） 

4 月 湘南医療大学大学院保健医療学研究科設置 

湘南医療大学認定看護研修センターを看護実践教育センターに改称 

医療ビジネス観光福祉専門学校に校名変更 介護福祉学科、附帯教育事業 介護福祉士

実務者研修設置 

3 月 湘南医療大学薬学部医療薬学科設置申請 

湘南医療大学薬学部設置に伴う学校法人湘南ふれあい学園寄附行為変更認可申請 

令和 2 年（2020） 4 月 下田看護専門学校を湘南医療大学附属下田看護専門学校に名称変更 

10 月 湘南医療大学薬学部医療薬学科設置認可 

湘南医療大学薬学部設置に伴う学校法人湘南ふれあい学園寄附行為変更認可 

令和 3 年（2021） 4 月 湘南医療大学薬学部設置 

湘南医療大学 看護実践教育センターを看護キャリア開発コアセンターに改称 

8 月 湘南医療大学収容定員（保健医療学部看護学科入学定員 80→140名）変更認可 

横浜山手キャンパス認可 

12 月 湘南医療大学専攻科（公衆衛生看護学専攻 助産学専攻） 設置認可 

令和 4 年（2022） 4 月 湘南医療大学大学院高度実践看護師（がん看護）養成課程設置 

湘南医療大学専攻科（公衆衛生看護学専攻 助産学専攻） 設置 

3 月 湘南医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程設置申請 

医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科入学定員変更計画書提出（35→60名） 

令和 5 年（2023） 4 月 湘南医療大学大学院高度実践看護師（感染看護学）養成課程設置 

6 月 湘南医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程設置申請（補正） 

9 月 湘南医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程設置認可 

医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科入学定員変更申請書提出（35→60名） 

3 月 医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科入学定員変更認可（35→60名） 

湘南医療大学別科介護福祉別科 介護福祉士学校 計画書提出 

令和 6 年（2024） 4 月 湘南医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程設置 

9 月 湘南医療大学別科介護福祉別科 介護福祉士学校 指定申請 

3 月 湘南医療大学別科介護福祉別科 介護福祉士学校 認可 

令和 7 年（2025） 4 月 湘南医療大学別科介護福祉別科 設置 

6 月 湘南医療大学収容定員変更申請（保健医療学部看護学科 140→165 名、リハビリテーシ

ョン学科理学療法学専攻 40→60名、薬学部 130→100名） 

9 月 湘南医療大学収容定員変更承認（保健医療学部看護学科 140→165 名、リハビリテーシ

ョン学科理学療法学専攻 40→60名、薬学部 130→100名） 

茅ヶ崎キャンパス認可 
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■【設置する学校等の概要】（2025 年 5 月 1 日現在）

大学（学校）名・住所・学長（学校長）名 学部・学科・専攻等（入学定員） 開設年度 

湘南医療大学 

（東戸塚キャンパス） 

神奈川県横浜市戸塚区上品濃 16 番 48 号 

（薬学部キャンパス） 

神奈川県横浜市戸塚区上品濃 16 番 10 号 

（山手キャンパス） 

神奈川県横浜市中区山手町 27 

（藤沢キャンパス） 

神奈川県藤沢市藤沢 498 

学長 大屋敷 芙志枝 

保健医療

学部 

看護学科（140） 

平成 27 年度 

（2015 年） 

リハビリテーション学科

理学療法学専攻（40）

リハビリテーション学科

作業療法学専攻（40）

薬学部 医療薬学科（130） 
令和 3 年度 

（2021 年） 

大学院 

保健医療学研究科 修士課程（12） 
平成 31 年度 

（2019 年） 

博士後期課程（3） 
令和 6 年度 

（2024 年） 

専攻科 
公衆衛生看護学専攻（20）、 

助産学専攻（15） 

令和 4 年 

（2022 年） 

別科 介護福祉別科（40） 
令和 7 年 

（2025 年） 

茅ヶ崎看護専門学校 

神奈川県茅ヶ崎市今宿 390 番地 

学校長 今田 敏夫 

看護学科（80） 
平成 6 年度 

（1994 年） 

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 

神奈川県茅ヶ崎市南湖 1 丁目 6 番 11 号 

学校長 大川 伸一 

理学療法学科（70） 

平成 10 年度 

（1998 年） 

作業療法学科（30） ※募集停止中 

言語聴覚学科（35） 

付帯教育事業  社会福祉専攻科（80） 

湘南医療大学附属下田看護専門学校 

静岡県下田市柿崎 289 番地 

学校長 大石 實 

（10 月 1 日より中川 隆雄学校長に交代） 

看護学科（40） 
平成 16 年度 

（2004 年） 

医療ビジネス観光福祉専門学校 

神奈川県相模原市南区上鶴間本町 3 丁目 18 番

27 号 

学校長 石代 欣一郎 

医療ビジネス学科（40） 昭和 61 年度 

（1986 年） 観光学科（40） ※募集停止中 

介護福祉学科（60） 平成 31 年度 

（2019 年） 付帯教育事業 介護福祉士実務者研修（30） 

幼保連携型認定こども園みどり幼稚園 

神奈川県横浜市戸塚区汲沢 2 丁目 26 番 14 号 

園長 入澤 登美子 

認定こども園（218） 
平成 29 年度 

（2017 年） 
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【設置する学校等の在籍者数】（2025 年 5 月 1 日現在） 

[湘南医療大学]  (単位：人) 

学部・学科・専攻 
入学 

定員 

収容

定員 

入学

者数 

2025 年度在籍者数 
2025 年度 

卒業生 
1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 

保健 

医療 

学部 

看護学科 140 560 160 164 147 135 130 130 

リハビリテーション学科

（理学療法学専攻）
40 160 49 49 43 41 40 38 

リハビリテーション学科

（作業療法学専攻）
40 160 41 41 38 40 35 33 

薬学部 医療薬学科 130 650 49 54 61 69 54 27 

大学院 
保健医療学研究科（修士） 12 24 12 13 8 5 

〃（博士後期課程）  3 6 3 3 6 

専攻科 
公衆衛生看護学専攻 20 20 20 20 20 

助産学専攻 15 15 15 15 15 

別科 介護福祉別科 40 40 28 28 

【湘南医療大学 経年収容定員の充足率】   （単位：％） 

年度 

学部・学科

2016 年度 2017 年度 
2018 年度 
保健完成年度 

2019 年度 

大学院設置 
2020 年度 

2021 年度 

薬学部設置 
2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

保健医療学部  108 108 105 105 101 102 99 98 100 102 

看護学科 111 111 106 104 101 99 98 99 1.00 102 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 105 104 103 107 102 105 99 97 101 102 

薬学部 26 38 46 43 40 

大学院 91 71 71 95 83 77 100 

専攻科 77 100 100 100 

別科 70 

[茅ヶ崎看護専門学校] 

学科 
定員 

充足率 

入学 

定員 

収容 

定員 
入学者数 

2025 年度在籍者数 
2025 年度 

卒業生 1 年生 2 年生 3 年生 

看護学科 74.5% 80 240 46 49 59 71 66 

[茅ヶ崎リハビリテーション専門学校] 

学科 
定員 

充足率 

入学 

定員 

収容 

定員 
入学者数 

2025 年度在籍者数 2025 年度 

卒業生 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 

理学療法学科 80.0% 70 280 49 50 52 60 62 50 

作業療法学科 43.3% 30 90 10 17 12 12 

言語聴覚学科 77.1% 35 70 29 30 24 24 

社会福祉専攻科※1 80 160 48 48 45 34 

※1 社会福祉専攻科は 1 年 6 ヶ月の通信課程

5



[湘南医療大学附属下田看護専門学校] 

学科 
定員 

充足率 

入学 

定員 

収容 

定員 
入学者数 

2025 年度在籍者数 
2025 年度 

卒業生 1 年生 2 年生 3 年生 

看護学科 40.9% 30 110 7 7 16 22 20 

[医療ビジネス観光福祉専門学校] 

学科 
定員 

充足率 

入学 

定員 

収容 

定員 
入学者数 

2025 年度在籍者数 
2025 年度 

卒業生 
1 年生 2 年生 

医療ビジネス学科 72.5% 40 80 41 41 17 17 

観光学科 40 － － － － － 

介護福祉学科 90.8% 60 120 58 58 51 47 

介護福祉士実務者研修※2 30 30 － － － 

※2 介護福祉士実務者研修は 6 ヶ月の通信課程（2025 年度の開講無し） 

[幼保連携型認定こども園みどり幼稚園] 

認定 

定員 

充足率 

収容 

定員 

2025 年度在籍者数 2025 年度 

卒園生 1 歳児 2 歳児 年少 年中 年長 

1～3 号 85.3％ 218 10 10 45 56 65 63 

【2026 年度入学生の各校状況】 
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【法人役員・評議員及び理事会・評議員会の開催状況】 

１．役員・評議員の数（2026 年 3 月 31 日現在） 

役員、評議員 定数 現員 

理事 5～6 5 

監事 2 2 

評議員 6～7 6 

 

２．役員の概要（理事 5 名、監事 2 名  2026 年 3 月 31 日現在） 

役員 氏名 主な現職 就任年月日（重任日） 

理事長／常勤 大屋敷 芙志枝 
湘南医療大学学長 

医療法人社団康心会理事長 
1994 年 3 月 8 日（2025 年 6 月 25 日） 

理 事／非常勤 大屋敷 幸志 社会福祉法人麗寿会理事長 2006 年 6 月 24 日（2025 年 6 月 25 日） 

理 事／常勤 熊谷 幸男 湘南ふれあい学園事務局長 2001 年 6 月 24 日（2025 年 6 月 25 日） 

理 事／非常勤 小林 暢比古 神奈川県金属プレス工業会名誉会長 2021 年 1 月 1 日（2025 年 6 月 25 日） 

理 事／非常勤 有坂 健一 税理士 2016 年 6 月 24 日（2025 年 6 月 25 日） 

監 事／非常勤 金井 清吉 弁護士 2001 年 4 月 1 日（2025 年 6 月 25 日） 

監 事／非常勤 竹俣 耕一 公認会計士 税理士  2012 年 6 月 24 日（2025 年 6 月 25 日） 

 

３．評議員の概要（評議員 6 名  2026 年 3 月 31 日現在） 

評議員 氏名 主な現職 就任年月日（重任日） 

評議員／常勤 寺本 明 湘南医療大学副学長兼保健医療学部長 2018 年 4 月 1 日（2025 年 6 月 25 日） 

評議員／常勤 加藤 修一 茅ヶ崎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校副校長 他  2005 年 3 月 30 日（2025 年 6 月 25 日） 

評議員／非常勤 山戸 真実 （株）ＦＭＣ 人事部職員  2018 年 4 月 1 日（2025 年 6 月 25 日） 

評議員／非常勤 朝日 正俊 
元 医療法人社団康心会経営企画本

部医療事業部長  
2025 年 6 月 25 日 

評議員／非常勤 小野 英生 元 学校法人大垣総合学園 副理事長 2025 年 6 月 25 日 

評議員／非常勤 今枝 博昭 元 ㈱東京ますいわ屋代表取締役  2025 年 6 月 25 日 

 

４．会計監査人の概要（会計監査人 1 法人 2026 年 3 月 31 日現在） 

氏名 就任年月日 

レクス監査法人 2025 年 6 月 25 日 

 

５．責任免除・責任限定契約、補償契約及び役員賠償責任保険契約の状況  

  ○責任免除 

本学校法人寄附行為第６０条において役員の責任免除を規定している。 

（概要）役員又は会計監査人の損害賠償責任については、善意かつ重大な過失がなく、

特に必要と認められる場合、理事会の決議により法定の最低責任限度額を超える部
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分を免除することができる。 

○責任限定規約 

本学校法人寄附行為第６１条において、役員の責任限定契約を規定している。 

  （概要）非業務執行理事、監事又は会計監査人については、善意かつ重大な過失がない

場合、その損害賠償責任を、予め定めた額又は私立学校法で定める最低責任限度額の

いずれか高い額を上限とする責任限定契約を締結することができる。 

  ○補償契約 該当なし 

○役員賠償責任保険 

 契 約 者 日新火災海上保険株式会社 

 被保険者 学校法人湘南ふれあい学園 役員 

 補償内容 役員に関する補償・・・学校法人や第三者訴訟等により被保険者が負担す

ることとなる訴訟費用、損害賠償金等の補填 

 契約期間/支払限度額 ２０２５年４月～２０２６年４月（１年間）/ １億円 

 

６．2025 年度 理事会・評議員会開催状況 

理事会 開催回数 評議員会 開催回数 

10 回 5 回 

 

【設置する学校等の教職員数】（2025 年 5 月 1 日現在） 

学校名 
教員 

職員※3 
専任※1 兼任※2 

湘南医療大学 126 186 49 

茅ヶ崎看護専門学校 19 66 5 

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 22 105 8 

湘南医療大学附属下田看護専門学校 10 55 4 

医療ビジネス観光福祉専門学校 14 14 5 

幼保連携型認定こども園みどり幼稚園 18 7 6 

学園本部（研修センター含む） 0   1 4 

※1 専任には、学長、学校長、非常勤契約者を含む 

※2 兼任教員は外部講師延べ数  

※3 非常勤職員（守衛）、非常勤補助者の常勤換算数  
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[湘南医療大学 教員概要] 
 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健 3 13 9 3 5 3 6 1 9 34

医療
理学療法
学専攻

7 1 1 3 1 12 1

学部
作業療法
学専攻

3 3 1 2 1 1 8 3

15 2 6 5 7 1 3 1 1 32 9

1 2 2 1 1 5

3 1 2 1 0 7

1 1 1 1 2

29 17 10 20 15 10 8 11 0 2 1 1 63 61

専任教員 計

看護学科

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ
ｼｮﾝ学科

薬学部　医療薬学科

学部 学科・専攻
教授 准教授 講師 助教

保健医療学研究科＊

専攻科

別科

計

助手

 
＊保健医療学研究科教員の保健医療学部兼担者は、学部に再掲しない。 

 保健医療学部教員の保健医療学研究科兼担者は、研究科に再掲しない。 

 

教職員の保有学位や業績については、以下のホームページ上に公開している。 

 https://sums.ac.jp/html/department/nursing_teacher.html 

 https://sums.ac.jp/html/department/pt_teacher.html 

 https://sums.ac.jp/html/department/ot_teacher.html 

https://sums.ac.jp/html/department/pharmacy/teacher.html 

 https://sums.ac.jp/html/graduate_school/teacher/ 

https://sums.ac.jp/html/advanced-courses/teacher.html 

 

Ⅱ 学校法人湘南ふれあい学園教育指針に関する報告 

 

１ 教育力を高める活動 

 教職員は、学生の学習意欲を高めるとともに、卒業認定・学位授与方針（DP）に沿った

人材育成及び国家試験合格に向けた教育を実施してきました。 

その取組として、授業・実習評価アンケート、GPA 評価、リフレクションシートの活用

を行うとともに、各学部・学科において年 3～4 回の FD 研修を計画どおり実施しました。 

なお、湘南医療大学の卒業時アンケートは、別紙のとおり報告します。 

 

２ 教員の資質を高める活動 

教員の教育力及び専門性の向上を目的として、「大学部会」「教育部会（専門学校）」「保育

部会（こども園）」において、全体研修会及び医療教育研究会を以下の通り開催しました。 
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大学部会、教育部会、保育部会 2025 年度 研修会プログラム 

【大学部会】 

 

  

保健医療学部 薬学部

FD研修②：休退学者の減少 入学生を確保するための対策(学生募集)

【看護学科】グループ施設への就職率向上のた
めの対策 / 【作業療法学専攻】入学生を確保す
るための対策(学生募集)

ＦD研修②　：　学修支援プログラム/　OSCE・
CBT試験対策

FD研修③：国家試験対策 FD研修③：休退学者の減少

早坂泰次郎における人間関係への関心と看護と
の接点

入学前教育と教育センターの役割―薬学部新入
生支援の実践と課題―

身体拘束最小化への取り組み ～診療報酬の減算
について～

持続皮下投与時の皮膚障害発現率に関するヒド
ロモルフォン注とモルヒネ注の比較検討

訪問看護を利用する高齢在宅療養者の口腔内環
境の実態およびその関連要因

妊娠可能年齢女性に対する医薬品処方実態の調
査

高齢で単身の生活困窮者に対して地域包括支援
センター看護職が行う支援

薬物乱用性頭痛発症の性差におけるプロラクチ
ンシグナルの関与

COVID-19パンデミックにおけるデイケアサービ
ス利用者の身体機能に関する研究

トラマドールおよびO-デスメチルトラマドール
の血中濃度測定法の開発

看護学生の採血・注射の看護技術に関する文献
検討

「入院から退院までの経過をイメージするため
の周手術期看護演習」の学習効果の検討
救急医療/看護におけるACP LSD誘導体の幻覚作用発現に関する研究
看護教育における生成AI活用の現状と課題 病理と薬理の接点：目でみる薬剤の影響
高齢がん患者の意思決定を支援する看護師と
ソーシャルワーカーがとらえる困難感

早産児でのRSV予防投与がその後の再発性喘鳴に
与える影響について

災害時の母子支援に関する活動の報告 疼痛下におけるモルヒネの精神依存
介護支援専門員の協働的能力が「ワーク・エン
ゲイジメント」「やりがい」「困難感」に及ぼ
す影響

ニコチン性しゃっくり：副作用データベース
FAERSを用いた投与経路の影響に関する研究

血液事業のグローバル化に対する我が国の課題 EGFR-TKIによる副作用発現機構の解明

地域で生活する高齢がん患者の治療および生活
上の困難と支援に関する文献レビュー

トレーシングレポートを活用した地域連携　－
その２－　 　神奈川県薬剤師会　地域連携薬局
機能向上事業について

精神障がい者の恋愛・結婚に関するオンライン
プログラムの効果の検証：ランダム化比較試験
の研究プロトコル

緊急避妊薬入手に対する一般消費者の選好と心
理：質的分析による検討

排泄機能障害の子どもおよびその家族に対する
支援の実態　－各成長発達段階における諸問題
－

電子お薬手帳を活用した2型糖尿病患者における
知識・くすりの適正使用に関する調査

重症心身障害児を対象とした通所施設における
家族支援に関する文献検討

３次元培養細胞を用いたEGFR-TKIによる皮膚障
害発症メカニズムの検討

日本の看護学生における睡眠覚醒リズムとライ
フスタイル、健康関連QOL、学業成績との関連
性：横断研究

乳がん薬物療法におけるG-CSFの一次予防投与の
有用性

治療中止と同時に療養の場を選択する進行がん
患者とその家族へのがん看護専門看護師による
相談支援の実際

成績不振者の支援方法の開発と有用性に関する
検討

自治体保健師の確保に関する研究から考える大
学専攻科の意義と課題

吃逆に対する柿蔕湯の効果 ―柿蔕エキスの抗け
いれん作用の検討―

更年期にある女性が感じる主観的な心身の状態
や変化に関する文献検討

6
月

4
 
―

 
5
月

がん患者の骨転移治療に用いる骨修飾薬（Bone
Modifying Agents）の未解決問題取り組む ～有
効性および安全性を向上させる2つの研究～

ふれあいグループがめざすもの　　大屋敷理事長
FD/SD研修①：学部の理念・教育目標・大学の理念の実践

PDC活動　部門PDC(３月のC　４月のPD)
5つの活動の実践　(朝礼・6S活動)
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Effectiveness of a support program for
balancing treatment and work in small and
medium-sized enterprises promoted by
occupational health nurse using a web
meeting system: A cluster randomized
controlled trial.

看護教育におけるAudience Response System
（ARS）の活用に関する文献レビュー
大学専攻科における保健師教育
市場で働く女性の肥満とヘルスリテラシーおよ
び体重認識との関係
看護学モデル.コア.カリキュラム改正と教育課
程評価
急性期脳卒中患者における行動上の問題と食事
自立： 単一施設研究
地域作業療法学の主観的な学びの達成度調査
生活期脳卒中患者に対する自主訓練型上肢ト
レーニングの効果
うつ病休業者の職場復帰後の転帰とリワークプ
ログラム実施期間の関連
学部教育・臨床教育・研究支援を相互に補完す
る活動
脊髄損傷後神経障害性疼痛に対する再生医療と
リハビリテーションの併用効果に関する考察
日本人高齢者におけるスマートフォン利用と身
体活動レベルの関連
臨床実習における学生指導と学生評価
排尿機能障害を有する虚弱高齢者に対する在宅
での骨盤底筋トレーニングが活動と参加に与え
る影響
わかりやすいプレゼン資料&スライドの作成法
ヒト延髄上部の孤束横断面の年齢的変化と性差
地域在住高齢加齢関連認知機能低下者における
夜間睡眠と日中の眠気の特徴
発達障害について

医療的ケア児を地域で支えるための看看連携の
パンフレットの作成

横浜市の水域を対象とした薬剤耐性菌の実態調
査

コロナ禍の学内での分娩介助実習における助産
学専攻科学生の学習目標到達状況の自己評価と
学び

核内受容体に作用する天然由来化合物の探索研
究

本学における認知症看護認定看護師養成とその
後の活動支援

光増感構造としてアントラセンを有する金属配
位子のDNA光切断活性

運動介入が物質関連障害者の自尊感情や自己効
力感を高める効果に関する文献検討

ヘキソースにおけるシッフ塩基形成の反応機構
解析

災害時用ストーマ装具の備蓄ができない理由に
一時的ストーマと永久的ストーマで違いはある
のか：質的研究

Aspergillus Udagawae IFM54302株が生産する抗
血小板物質に関する研究

コロナ禍を経た地域活動の参加に対する都市在
住高齢男性の意識

ショーガオールと誘導体の合成

退院後のセルフモニタリングを用いたアプロー
チによる行動変容過程

公衆衛生学研究：コロナ禍のストレスとメンタ
ルヘルスに関するデータ解析

市販薬乱用予防に関する国外文献レビュー
インフルエンザウィルスの金属酵素RNAポリメ
ラーゼを阻害するジケト酸誘導体のドラッグデ
ザイン

産後ケア施設に勤務する助産師のケアに対する
認識

定量的構造活性相関（QSAR）による危険ドラッ
グのインシリコ活性予測

女子大学生の足と靴の実態調査
新任期の民生委員・児童委員が地域における見
守り活動で感じる困難と対処状況

6
月

７
ー

８
月

ふれあいグループが目指すもの  大屋敷理事長

リン酸水素イオンが触媒として働くスクシンイ
ミド残基立体反転の計算化学的研究：非対称SE1
機構
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  腹膜透析関連感染症予防のために看護師が患
者・家族へ指導すべき項目に関する研究 ―デル
ファイ法を用いた検討―

不斉enaminonの反応性に関する研究

中途採用者を活かす組織づくり
NICU・GCUに入院している乳児の泣きに対する看
護師の捉え方
コロナ禍における臨床実習を補完する教育方略
の効果

小型魚類メダカを用いた生物学実習プログラム
の構築

タウリンと高齢者の健康に関する文献レビュー 微生物学実習の学修への効果2024
多職種による高齢がん患者の意思決定支援(意思
の推定)研修会の評価ー意思決定支援の取り組み
と今後の課題認識の質的分析ー

成人T細胞白血病／リンパ腫 (ATL) のプロテ
オーム解析: ウイルス因子Taxとの相関

日本におけるIDDMと摂食障害を併発した患者の
文献レビュー

John Lylyの劇作品の歴史的背景

Experiences of Difficulty in Hematopoietic
Cell Transplant Nurses: A Qualitative
Systematic Review Protocol

Liver X receptor（LXR）のサブタイプによる動
態の違いについての解析

シミュレーション教育のリアリティさから学生
が学ぶもの
筋萎縮性側索硬化症療養者の呼吸療法の意思決
定を支える訪問看護師の支援の質的研究につい
ての文献検討
地域特性が異なる大学に通う看護学生の防災意
識及び防災行動の比較検討
介護予防における地域包括支援センター保健師
の地域活動の視点 ～地域の課題を捉える視点に
焦点をあてて～
車椅子座位上肢機能検査（Wheel Chair Seating
Arm Function Test,WS-AFT）短縮版の開発

神経ペプチドPACAPによる角膜上皮の再生機構に
ついて

診療参加型の作業療法臨床実習におけるリフレ
クション・シート使用の有用性と課題：実習生
フォーカスグループによる質的研究

医薬品使用の評価と使用性向上の対応

John Deweyの習慣論からみる習慣性質の二重性
介護老人保健施設入所者における食堂の座席で
の反復起立テストと日常歩行，バランス機能，
歩行耐久性の関係
足浴による高齢者のバランス能力の変化
令和6年能登半島地震災害支援活動報告
脳卒中後うつ病経験者の回復要因 —トピックモ
デルを用いた解析—
介護予防運動プログラムが要介護発生リスクに
及ぼす影響：10年間の観察研究
高齢者施設介護職員への行動論に基づく移乗介
助指導プログラムの効果と脱衣介助指導への般
化に関する研究
理学療法士界のキャリアアップシステムとその
課題

«FD研修：PDC活動»部門PDC（8月のC　9月のPD)
看護学科 、PT学専攻、OT学専攻

«FD研修：PDC活動»部門PDC（8月のC　9月のPD)
薬学部　教務、薬学部　事務

«FD研修：業務改善»  ～改善好事例～
・大学事務（保健医療学部）、看護学科

«FD研修：業務改善»  ～改善好事例～
　   ・大学事務（薬学部）、医療薬学科

«FD研修：G就職率70％以上を達成するために»
・就職指導ガイダンス（学生への就職アドバイ
ス）・インターンシップの充実

«SD研修：2025年度学生募集»
3月～9月のオープンキャンパスの結果と反省
（薬学部OCの振り返り）

«FD研修：授業研究»
2025年度チーム医療論の概要と講義

«FD研修：授業評価・学修成果の測定»
自身の授業評価結果から改善した内容

７
ー

８
月

«SD研修：2025年度学生募集»
3月～8月のオープンキャンパスの結果と反省（全体総括）

ふれあいグループの目指すもの　　大屋敷理事長

≪FD研修：　研究不正防止≫
研究活動における研究不正行為防止に関する研修

ア　研究活動の不正防止について　イ  研究費使用の不正防止について

９
―

１
０
月

百日咳菌が分泌する低分子量物質とその意義

ヒトケラチノサイトのTSLP 産生における
Protease-activated receptor-2およびToll-
like receptor-4の生理的役割

Protective effect of teriparatide against
vancomycin-induced cytotoxicity in
osteoblasts
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«FD研修：PDC活動»部門PDC（10月のC　11月の
PD)　看護学科、PT学専攻/OT学専攻

«FD研修：PDC活動»部門PDC（10月のC　11月の
PD)薬学部　教務、薬学部　事務

«FD研修：業務改善»  ～改善好事例～
・リハビリテーション学科

«FD研修：6S活動»  ～好事例～
薬学部　事務、医療薬学科

«FD研修：6S活動»  ～好事例～
・看護学科

«FD研修：実験法・資料研究等»
実験法・実習法・実験観察

«FD研修：卒業後のキャリアの状況の把握と改善
»(教育の質補助金項目)
①卒後教育の状況
②卒後アンケート調査から改善活動

«FD研修：指導方法研究»
つまづき・誤答分析

≪FD研修：授業評価・学修成果の測定≫
(私立大学等改革総合支援事業)
自身の授業評価結果から改善した内容

«FD研修：ICT活用技術の向上(経常費補助金項
目)»
ICT・セキュリティ教育

«FD研修：ICT活用技術の向上(経常費補助金項
目)»ICT・セキュリティ教育

«FD/SD研修：重点項目(経常費補助金項目)»
障害のある学生への支援、障害のある人へ合理
的配慮の提供義務化への対応

«FD/SD研修：重点項目(経常費補助金項目)»
障害のある学生への支援、障害のある人へ合理
的配慮の提供義務化への対応

今年度の重点目標①【FD】学修成果等の可視化
プログテストの結果～ディプロマサプリメント
の導入に向けて～

今年度の重点目標②・⑧
【FD】授業評価を活かした教育改善
～授業評価後の改善計画～

今年度の重点目標②・⑧
【FD】授業評価を活かした教育改善
～授業評価後の改善計画～

今年度の重点目標③
学修支援支援
今年度のＳ-プログラム実績

今年度の重点目標③
学修支援・国家試験対策支援
今年度の指導・支援実績

今年度の重点目標③
学修支援支援、今年度の病院実務実習・薬局実
習指導・支援実績

今年度の重点目標⑤
【FD】休退学者減少への取組
（今年度の結果と課題に向けた解決）

今年度の重点目標⑤
【FD】休退学者減少への取組
（今年度の結果と課題に向けた解決）

今年度の重点目標⑦
【FD】３つのポリシーを踏まえた点検・評価
看護学科の３つのポリシーを踏まえた教育活動
の点検・評価と改善点

今年度の重点目標⑩
【FD】研究力向上に係る学内計画
（研究活動状況の報告）

今年度の重点目標⑨
【FD】キャリア支援と地域社会への貢献
（就職状況の報告・2026年度強化事項）

【FD】学生相談
（ハラスメントのない快適なキャンパスの実
現）

【FD】学生相談（ハラスメントのない快適な
キャンパスの実現）

5つの活動
【SD】PDC　1月C（結果分析・評価）　2月PD（目標・行動）

３
月

今年度の重点目標④【SD】入学定員の確保
今年度の募集活動・入試の分析と評価

2026年度の募集計画方針（高校訪問重点校・OCの開催など）

ふれあいグループの目指すもの　　大屋敷理事長

１
１
―

１
２
月

ふれあいグループの目指すもの　　大屋敷理事長
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【教育部会】 

 

  

茅ヶ崎看護専門学校 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 湘南医療大学附属下田看護専門学校 医療ビジネス観光福祉専門学校

《FD・SD研修①》

　「茅ヶ崎看護専門学校が目
指す教育」理念・教育目標・
事業計画について

《FD・SD研修①》

「茅ヶ崎リハビリテーション
専門学校が目指す教育」理
念・教育目標・事業計画につ
いて

《FD・SD研修①》

　　「下田看護専門学校が目
指す教育」　理念・教育目
標・事業計画について

《FD・SD研修①》

「医療ビジネス観光福祉専門
学校が目指す教育」事業計画
グループ就職の推進

部門PDC

看護学科　3月C・4月PDと

2025年度について

事務課　3月C・4月PDと2025

年度に向けて（グループへの
就職状況を含む）

部門PDC

事務課（グループへの就職状
況）・学科の部門PDC

部門PDC

事務課（グループへの就職状
況を含む）・看護学科の部門
PDC

部門PDC

事務課の部門PDC（2024年度

の振り返りと2025年度に向け

て）

看護校

リハ校

医ビ校

下田校

看護校

下田校

医ビ校

下田校

看護校

リハ校

医ビ校

下田校

看護校

リハ校

医ビ校

《FD・SD研修①》

部門PDC　（学生募集を中心

に）事務課　8月C・9月PD

《FD・SD研修①》部門PDC

8月C・9月PD

《FD・SD研修①》

部門PDC　事務課 7月C・8月

PD　（学生募集を中心に）

《FD・SD研修①》

部門PDC　（学生募集を中心

に）事務課　8月C・9月PD

《FD・SD研修①》

部門PDC看護学科　8月C・9

月PD

《FD・SD研修①》部門PDC

8月C・9月PD

《FD・SD研修①》

部門PDC　看護学科

7月C・8月PD

《FD・SD研修①》

新学科・新コースの授業内容
や授業方法の質向上

《FD・SD研修①》

部門PDC（学生募集状況を含

む）事務課　10月C・11月PD

《FD・SD研修①》

部門PDC

10月C・11月PD

《FD・SD研修①》

 部門PDC（学生募集状況を含

む）

《FD・SD研修①》

部門PDC（学生募集状況を含

む）

《FD・SD研修①》

部門PDC（学生募集状況を含

む）看護学科　12月C・1月PD

心理的安全性を 高めるための

手段としてのコーチング

《FD・SD研修①》

部門PDC

12月C・1月PD

《FD・SD研修①》

 部門PDC（学生募集状況を含

む）

《SD研修①》

業務改善例「忙しいのに成果
が見えない仕事」から
「ムダを減らし、本来やるべ
き仕事に時間を使う」へ

《FD研修③：試験対策》日本

語・JLPT対策

出席率向上のための取り組み～学生アンケートから見える改善策～

グループへの就職率向上対策

部門PDCを活用した学生募集活動

国家試験対策

国家試験対策「前年度の振り返りを踏まえた国家試験対策」

第１１４回看護師国家試験分析結果

グループへの就職率向上対策「看護学生の職場選択の要件・決定要因から考える」

学校の使命を果たすための就職支援対策

グループへの就職率向上対策

国家試験対策

部門PDC「学生募集に係るPDCについて」

部門PDCを活用した学生募集活動

休退学防止策「手のかかる学生教育対策」

 《FD研修②　：　休退学者の減少対策》

«SD研修：５つの活動の実践・業務改善»　　6Ｓ

«SD研修：５つの活動の実践・業務改善»６S

１
　
―

３
月

―

　
 
月

《FD研修③　：　国家試験対策》

ふれあいグループの目指すもの　大屋敷理事長

共通研修プログラム　人事部

《FD研修③：国家試験対策》

９
　
―

 
 
月

«SD研修：５つの活動の実践・業務改善»前期の反省から後期の見直し対策

ふれあいグループの目指すもの　大屋敷理事長

共通研修プログラム　人事部

 《FD研修②　：　休退学者の減少対策》

ふれあいグループの目指すもの　大屋敷理事長

共通研修プログラム　人事部

 《FD研修②　：　休退学者の減少対策》

《FD研修③　：　国家試験対策》

《FD研修③　：　国家試験対策》

 《FD研修②　：　休退学者の減少対策》

ふれあいグループの目指すもの　大屋敷理事長

就業規則　法令遵守　人事部

４
　
―

５
月

ふれあいグループの目指すもの　大屋敷理事長

共通研修プログラム　人事部

７
　
―

　
８
月

《ＦD・SD研修①》部門PDC

«SD研修　：　５つの活動の実践»6S活動

《FD研修②　：　休退学者の減少》確認テストや補講などの取り組みと成果

《FD研修③　：　国家試験対策》国家試験結果と今年度の年間計画

５つの活動の実践
・業務改善（課業表）・全体研修会・朝礼・6S活動  ６S活動報告 2024年度の振り返り

６
月

（
４
校
同
一
研
修

）

チューター活動を通した交流の成果

休退学防止策

１０

１０

１１

１２
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【保育部会】 

 

  

ふれあいグループが目指すもの　大屋敷理事長

業務改善計画

6S活動

子どもの特徴に合わせた支援

誤飲と誤嚥事故の原因と予防策を考える

災害時・不審者対応について

環境整備と衛生管理

各クラスの園児対応について（新年度開始に向けて）

安全な保育環境づくりに向けた事故防止策の検証

乳児への関わりを通して日々の保育を振り返り問題点を探る

食事中の事故防止策について

保育中のけがや事故防止対策についてどのように取り組んでいるかを検証する

保育者のための救急蘇生法講座

保育園とチーム医療について考える

個人PDCについて

業務改善　日々の業務を見直す

６S活動について

「幼稚園教諭という仕事をとことん楽しもう」の研修を受けて

不適切な保育防止「不適切な保育とはなにか？」

保育者としての基本マナー

グループディスカッション

ふれあいグループが目指すもの　大屋敷理事長

6S活動

業務改善と課業表

事故予測への取り組みに対する改善

乳幼児突然死症候群への対応策と子育て環境

口の仕組みと働き、食の関わりについて

園で取り組むべき児童虐待対応

各クラスの園児対応及び関わりの難しい子への対応

ふれあいグループが目指すもの　大屋敷理事長

個人PDCについて

業務改善計画

保育所における感染症対策のポイント

保育者としての基本マナー

不適切な保育について考える

こども主体の造形活動の考え方と関わり

ふれあいグループが目指すもの　大屋敷理事長

6S活動の取り組みについて

業務改善

保育所における感染対策

保育者のための救急蘇生法講座（一次救命処置）

救命処置の流れと心肺蘇生・AEDの使用について

誤飲と誤嚥事故の原因と予防策を考える

気になる子への関わり方

園児募集に関する検証

ふれあいグループが目指すもの　大屋敷理事長

6S活動の取り組みについて

業務改善

乳幼児の突然死症候群への対応策

事故防止対策

ヒヤリハットや事故発生時の対応について

生命・いのちの安全教育

園で取り組むべき児童虐待対応

新年度の行事計画の検証

４

―

５

月

１

―

３

月

６

月

７

―

８

月

９

―

　

　

月

―

　

月

１０

１１

１２
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３ 学生の人間性を高める活動 

 本学園では、建学の理念「人を尊び、命を尊び、個を敬愛す」の実践を目指し、大学及び

専門学校において人間形成に資する教育を実施してきました。 

また、学生の積極性や社会性、思いやりの心を育むため、クリスマスキャロリング活動や

病院・施設利用者へのメッセージカード制作等の活動を継続して行いました。 

 さらに、ふれあいグループ病院施設と連携し、地域住民や高校生、保健医療福祉関係者を

対象とした公開講座や研修を開催しました。 

 

【2025 年度の公開講座、出張講義の実績】   

 

(1) 市民公開講座 

 
 

(2) 地域連携活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学生の将来につながる指導力の発揮 

 教員は、学修面に加え、生活面や進路に関する面談・指導を通じて、休退学者数の減少に

公開日 会場名 担当学科 テーマ 所属学科 講師 参加者
第1回 6/28(土)11:00～ 湘南医療大学 薬学部長 「がんの痛み治療と麻薬性鎮痛薬」 薬学部 鈴木　勉学部長 8
第2回 7/26（土)10:00～ 湘南医療大学 看護学科担当 「認知症の方の感じている世界を知る」 看護学科 佐々木千佳　准教授 5

薬学部担当 ①「薬学は何を学ぶ？～薬剤師の社会貢献～」薬学部 市丸　嘉　講師 3
看護学科担当 ②「朝食と健康の関係」 看護学科 伊藤ふみ子　准教授 1

11/1（土）10:00～
（大学祭同時開催）

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科担当
「子どもと地域をつなぐ居場所づくり：手探りの
中で見えた課題」

作業療法学専攻 池田　晋平　教授 1

11/2（日）13:00～
（大学祭同時開催）

薬学部担当
学術フォーラム
[若者の薬物乱用問題最前線：おくすりのオー
バードーズについて考える]

薬学部 舩田正彦　教授 224

第5回 12/20（土）10:00～ 湘南医療大学 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科担当
「災害×リハビリテーション：理学療法士が“命
と暮らし”を支える現場」

理学療法学専攻 下田　栄次　講師 10

第3回
8/30（土）①10:00～

②14:00～
湘南医療大学

第4回 湘南医療大学

イベント名 内容 講師 参加者数
学校法人フェリス女学院 2025年度メンタルヘルス研修 看護学科　陶山　克洋講師 69
社会福祉法人朝日の里 感染症対策 看護学科 渡部節子教授、野口京子講師 11

戸塚区上矢部地区自治会 公開講座（フレイル予防） 池田　晋平教授 38
東戸塚ボランティア団体ア

ロマスマイル
すこやかな老年期を生きるために 看護学科　ラウ優希子教授 10

戸塚区川上団地自治会
サプリメントに関する講義
戸塚区民対象

薬学部　佐藤淳也教授 21

朝日塾 感染症対策 薬学部　寺島朝子准教授 9

公益財団法人秦野市ス
ポーツ協会

失われた動作の再学習 大森　圭貢教授 23

日程

1/28(水)

7/29(火)
8/27(水)
10/4（土）

10/29(水)

11/15(土)

3/28(土)

№ 日程 学部・学科 場所 学年 都道府県 訪問者 参加者数

1 2025/5/1 看護、作業 三浦学苑高等学校 高校2年生 神奈川県
看護/山勢善江先生
作業/杉村直哉先生

37

2 2025/5/12 作業 県立市ヶ尾高等学校 高校2年生 神奈川県 作業/西野由希子先生 6

3 2025/5/12 薬学 県立市ヶ尾高等学校 高校2年生 神奈川県 薬学/小田中啓太先生 22

4 2025/5/12 看護 横浜学園高等学校 高校2年生、高校3年生 神奈川県 看護/佐々木千佳先生 3

5 2025/5/19 作業 横浜学園高等学校 高校2年生、高校3年生 神奈川県 作業/岡本絵里加先生 4

6 2025/10/10 作業 フェリシア高等学校 高校１年生、高校2年生 東京都
作業/田邉浩文　先生
作業/三川年正　先生

228

7 2025/11/1 看護 鵠沼高等学校 高校1年生 神奈川県 看護/櫻井友子　先生 30

8 2025/11/21
看護、理学、作
業、薬学

県立追浜高等学校 高校1年生、高校2年生 神奈川県

看護/坂口達哉先生
理学/櫻井好美先生
作業/鈴木雄介先生
薬学/国分秀也先生

47

9 2025/12/17 理学 湘南工科大学附属高等学校 高校1年生 神奈川県
理学/中尾陽光先生
理学/中村壽志先生

94

10 2026/1/22 理学 三浦学苑高等学校 高校1年生、高校2年生、高校3年生 神奈川県 理学/中尾陽光先生 41

11 2026/3/18 看護 県立横須賀南高等学校 高校1年生、高校2年生 神奈川県 看護/坂口達哉先生 17
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取り組み、学生の国家試験、卒業及び就職に向けた支援を行いました。 

また、ふれあいグループと連携した奨学金制度及び介護修学資金制度を活用し、2025 年

度は計 306 人の学生が支援を受け、経済的な不安を軽減しながら学業を継続しました。 

 

【2025 年度湘南医療大学卒業生の就職状況】 

    ※ふれあいグループ病院施設含む 

看護学科 

卒業生 130 名 

 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科理学療法学専攻 

卒業生 38 名 

 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科作業療法学専攻 

卒業生 33 名 

ふれあいグループ 49 ふれあいグループ 14 ふれあいグループ 13 

神奈川県内病院・クリニッ

ク・行政（保健師）※ 
105 神奈川県内病院・クリニック※ 33 神奈川県内病院・クリニック※ 21 

神奈川県外病院 ※ 14 神奈川県外病院・クリニック※ 3 神奈川県外病院・クリニック※ 7 

進学 8  

 

【2025 年度「ふれあいグループ奨学・修学資金制度」利用者数】 

湘南医療大学 124 人、茅ヶ崎看護専門学校 78 人、茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 27

人、湘南医療大学附属下田看護専門学校 5 人、医療ビジネス観光福祉専門学校 72 人 

計 306 人 

 

【2025 年度の各校の国家試験合格率（新卒）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2025 年度の各校の退学者数の状況】 

  退学理由は主に成績不振や進路変更によるものであり、一部では出席率不足による除

籍もみられました。 

各校では、学習支援や面談の充実等を通じて、休退学者の減少に向けた支援体制の強化

を進めます。 

 

受験者数 合格者数 合格率
全国平均
（新卒）

受験者数 合格者数 合格率

看護学科（看護師） 129 118 91.5% 94.1% 3 3 100.0% 看護師 115

看護学科（保健師） 7 7 100.0% 87.1% － － － 保健師 112

理学療法学専攻 36 36 100.0% 94.9% 2 2 100.0% 理学療法士 61

作業療法学専攻 28 28 100.0% 96.6% 7 3 42.9% 作業療法士 61

令和7年度 1 1 100.0% 99.8% － － － 109

令和7年度 20 19 95.0% 89.9% － － － 112

令和7年度 15 15 100.0% 99.8% － － － 109

令和7年度 66 58 87.9% 94.1% － － － 115

令和7年度 50 44 88.0% 94.9% 6 2 33.3% 61

令和7年度 12 10 83.3% 94.9% － － － 61

令和7年度 24 19 79.2% 81.3% 1 0 0.0% 28

令和7年度 32 29 90.6% 60.7% 38 14 36.8% 39

令和7年度 20 17 85.0% 94.1% － － － 115

令和7年度 46 14 30.4% 58.8% － － － 介護福祉士 38

湘南医療大学附属
下田看護専門学校

看護学科 看護師

医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科

茅ヶ崎看護専門学校 看護学科 看護師

茅ヶ崎リハビリテーション
専門学校

理学療法学科 理学療法士

作業療法学科 作業療法士

言語聴覚学科 言語聴覚士

社会福祉専攻科
（通信課程）

社会福祉士

助産師

専攻科

公衆衛生看護学専攻 保健師

助産学専攻 助産師

湘
南
医
療
大
学

保健医療学部 令和７年度

保健医療学研究科 助産学領域

学校名 学科名 年度

新卒 既卒

資格名 回
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退学者数（除籍含） 

学校名 
2025 年度 2024 年度 対比 

湘南医療大学 37 42 -5 

茅ケ崎看護専門学校 11 15 -4 

茅ケ崎リハビリテーション専門学校 21 29 -8 

湘南医療大学附属下田看護専門学校 3 3 0 

医療ビジネス観光福祉専門学校 8 4 4 

 

 

Ⅲ 学校法人湘南ふれあい学園中長期計画に関する報告 

 

〇組織、運営に関する目標 

１）学部等 

・近年の医療ニーズの高度化や専門人材の需要動向を鑑み、教育資源の適正配置と各学部の

質的充実に向けた「収容定員の変更に係る学則変更認可申請」を文部科学省へ提出し、審議

の結果、認可を受けた。 

変更の概要は以下の通りである。 

・保健医療学部 看護学科： 140 名 ⇒ 165 名（25 名増） 

・保健医療学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻： 40 名 ⇒ 60 名（20 名増） 

・薬学部： 130 名 ⇒ 100 名（30 名減）  

・湘南東部総合病院で指定を受けている特定行為研修を継続する。 

２）業務の効率化 

・業務処理方法の効率化の推進を継続している。 

３）補助金の獲得 

・経常経費補助金は、増加となったものの、私立大学等改革総合支援事業の採択には至らず、

次年度に向けて改善活動を実施する。 

 

〇教育、研究の活性化に関する目標 

１）教育内容の改善 

・国家資格合格率 100％を達成するための学修支援、薬学共用試験 CBT（客観試験）、OSCE

（客観的臨床能力試験）の準備教育の強化を図った。 

・医系科目の再編（非常勤講師中心から専任教員への転換）は、達成度 50％となり、着実

に進めている。 

２）教育方法の改善 

・DP・CP・AP に基づく学修者を養成のために、その指標となるアセスメントポリシーを

制定した。 

・ポートフォリオ（教育業績記録）は導入したものの、ディプロマサプリメント（成績証明

書付加情報）の導入（課程履修の状況、卒論、GPA 推移、獲得スキル、資格取得、表彰な

ど）は、次年度の達成課題となった。 

３）研究の活性化 

・外部研究資金の獲得は、教員の半数が申請し、採択率は約 20％であった。 

・研究不正防止教育として、研究倫理 e ラーニングシステム受講の 100％を目標として掲げ

たものの、98％であった。 

・研究活動に関しては、大学・グループ病院間の共同研究、大学ブランディング研究、並び

にグループ病院での治験準備(薬学部)を掲げたが、大きな進歩を得ることができなかった。 

 

〇新規施設等の整備に関する目標 
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１）湘南医療大学茅ヶ崎キャンパスの整備を行った。 

 

〇教育・研究用備品等の更新・整備に関する目標 

１）教育・研究用機器の重点整備 

・湘南医療大学保健医療学部看護学科 茅ヶ崎キャンパス設置並びにリハビリテーション

学科理学療法学専攻入学定員増に伴う教育用備品整備を行った。 

 

〇点検評価及び情報公開に関する目標 

１）授業評価に関する目標 

・学生授業評価アンケート項目の見直し 

２）研究業績の評価に関する目標 

・本学 HP に過去年度を含めて学内外への研究者の研究活動を積極的に公表している。 

３）外部評価及び自己点検評価に関する目標 

・令和 7 年の薬学教育認証評価(中間)を受審し、必要な情報を HP にて公開した。 

・私立大学改革総合支援事業における IR 関連項目の達成に向けて、IR 委員会を開催し、他

大学の情報公開例を分析するとともに、本学のデータ収集状況と分析中項目を検討した。 

４）情報公開に関する目標 

・HP において、教育、研究企画、イベント、成果等の外部公開の促進を図った。 

 

〇地域連携及び社会貢献に関する目標 

１）連携の強化 

・ふれあいグループ病院施設との学生・教員・実習指導者との連携強化するために、実習指

導者調整会議を開催するなど、実習の意義、内容、指導法について共通認識を図った。 

２）地域貢献 

・地域が開催する医療、看護、リハビリテーション、薬学等に関する地域支援ネットワーク

の構築を戸塚区や関連団体と図り、公開講座において、計画を推進した。 

・毎年実施している病院施設へのクリスマスメッセージ送付が定着した。 

 

〇入試、広報、学生募集の改善に関する目標 

１）入試制度の改善 

・薬学部学生納付金の見直しを行い、初年度２２８万円から２０２万円への減額を実施し

た。入学生の確保に努め、定員充足率を満たすことはできなかったが、合格者の入学辞退率

を減少させることができ、昨年より多い７０名を確保できた。次年度も、年内入試に注力し

て、本学に入学したい学生を確保する入試体系など、学生確保の戦略をさらに進める。 

２）学生募集・広報体制の改善 

・ホームページ、SNS の活用（受験生、保護者、高校教員のニーズへの対応）特に YouTube

からの配信を行い、募集広報地域の範囲拡大を進めているが、薬学部の募集は苦戦した。 

・高大連携事業の強化を謳ったが、連携校の増加にはつながらなかった。本学の認知度を向

上させるために、神奈川県内での公開講座の実施などを行った。 

 

〇学生生活、修学及び就職等の支援強化に関する目標 

１）学生生活、修学支援 

・前年度に比較して、各校とも休退学者減少への取り組みにより、減少している。 

・チューター制度の充実により、国家試験の成績、就職実績の向上が堅調である。 

・カウンセラーを各校に配置し、様々な学生の問題や課題を早期に発見し、解決できるよう

に支援してる。 

・大学理解及び学生生活情報を共有するために保護者会を開催し、大学教育、本学の魅力、
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学生指導体制、国家試験指導体制など、理解を図っている。 

２）就職・キャリア支援 

・グループ就職説明会を実施して、先輩の体験・アドバイスを受ける機会を設けている。 

・連携同窓会の諸活動が停滞しているため、今後は各校の代表者との連携を深めて湘南ふれ

あい学園の組織を強化する。 

 

 

Ⅳ ２０２５年度各学校の事業計画の概要に関する報告 

 

１）湘南医療大学 

  

【保健医療学部】 

① 経常費補助金の獲得増及び私立大学等改革総合支援事業の採択 

(1) IR 機能の強化 

看護学科 

教学改善のために IR 情報を活用する意義について、学科内での伝達を行った。

今後は 3 つのポリシーを教育課程レベルで評価し、教学全体の改善に努めるコン

センサスが得られた。 

 

リハビリテーション学科 

学長・保健医療学部長等からなる運営管理会議を軸に、IR 委員会の報告等を参

考に入学後の成績と入試区分との関連性の確認し、全学的教学マネジメントの推

進に関与し、アセスメントポリシーの策定を包含した FD を実施した。 

 

(2) 学修成果等の可視化 

看護学科 

ディプロマ・ポリシーの到達度を明らかにする方法について、新カリキュラムア

セスメントワーキングにおいて検討するグループを発足した。学修成果を可視化

するためのディプロマサプリメントの 1 要素として 4 年次にも PROG テストを導

入した。ディプロマサプリメントの本格導入について、新カリアセスメントワーキ

ングで検討を継続している。 

リハビリテーション学科 

リハ学科の大卒者として社会で求められる汎用的な能力・態度・志向（ジェネリ

ックスキル）を評価分析と醸成に寄与する PROG テストを 4 年生と 1 年生に実施

し、その結果を個別的にフィードバックし、就職に向けた心構え、また１年生には

これからの学びと生活行動を再認識する契機となった。 

全学生の前・後学期の履修成績の一覧は GPA で取りまとめられ、保護者に学期

ごとに郵送さるとともに各チューターは担当学生の GPA,出席状況とを把握でき

るよう可視化され学生指導に反映している。 

 

(3) IR 情報を活用した教学改善の検討 

看護学科 

教学改善のために IR 情報を活用する意義について、学科内での伝達を行った。

今後は３つのポリシーを教育課程レベルで評価し、教学全体の改善に努めるコン

センサスが得られた。 
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リハビリテーション学科 

IR 委員会からは、リハ学科学生の入学後の成績と入試区分、入学試験成績とに

は統計的に有意な傾向は得られず、今後、プレイスメントテストを実施し、その結

果を踏まえて教学的方針に反映する必要性を確認した。同時にプレイスメントテ

ストのみでなく各学年の主要科目の成績推移との相関性を把握し教学改善に活か

していきたい。 

 

(4) 高等学校教育と大学教育の連携強化 

看護学科 

直近 4 年間の受験者数の推移をもとに指定校を更新し、受験者総数の多い高校

を中心に訪問した。 

また、高校の要請に応じて出張模擬授業並びに大学案内を行った。さらに、高大

連携校において「総合的探究の時間」を使って、年間を通して調べ学習のサポート

を行った。顔の見える関係強化のため、高大連携をさらに充実させたい。 

 

リハビリテーション学科 

入試広報の意見を踏まえた運営管理会議での結論を基軸に、高大連携校を増や

す方向性にリハ学科としても取り組み、県立追浜高校へは看護学科・医療薬学科加

えた全学的講義と学科別意見交換会を実施し、また新たに三浦学苑高校とは２年

生２４名（担任引率）が来学し、理学・作業療法学のシュートレクチャー後に体験

実習を実施し、高校側からは次年度も体験学習の依頼があった。 

 

(5) 入学者選抜の妥当性及び効果的な選抜方法の検証（入試の改善） 

看護学科 

2025 年に 2026 年度入学者の選抜試験の方法（時期・内容・出題者等）が改正

された。初年度のため、その妥当性についての検証は次年度の課題である。看護学

科では推薦入試の受験者が減少したが、一般選抜の受験者は例年並み、さらに一般

選抜の歩留まり率が例年の 20～30％代から 60％程度に上昇したため、178 名（定

員 165 名）の入学となった。 

 

リハビリテーション学科 

2025 年度の総合型選抜、学校推薦型選抜（一般公募型、指定校型）、一般選抜、

大学入学共通テスト利用選抜など試験区分やⅠ～Ⅲ期による合格者の妥当性を検

証する統一的なプレイスメントテストを実施できず、統計学的相関や有意性の検

証を踏まえた選抜方法による検証は未達成であった。 

 
② 授業評価等の結果を活かした授業改善、教育活動改善への活用 

看護学科 

各科目責任者は、各回のリフレクションペーパーの確認を行い、学生の理解状況、教

材の選択、学習環境等について課題を確認した。また「学生による授業評価」アンケー

トの結果平均値が、4.40 未満の科目担当者は、授業改善計画を行うように努めた。 

再試験者数が多い科目に関しては、専任教員が科目責任者になり、内容の精選や順序

性を検討し、看護基礎教育に必要な内容に見直した。 

 

リハビリテーション学科 

リハ学科の授業科目責任者は、各授業終講時に授業評価アンケートを実施し、その実

施率は、理学療法学専攻が 579/849 で 68.2％、作業療法学専攻が 592/853 で 69.4％と
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なり、2024 年度よりも実施率は改善した。また授業評価は全体に高く、リハ学科専門

科目では平均 4.84、理学療法専門科目は平均 4.52、作業療法専門科目は平均 4.65 と高

評価であり、上長による個別指導対象の科目は無かった。なお学科 FD として授業改善

のための教授法に関する FD は実施した。 

 

③ 学修支援・国家試験対策支援 

看護学科 

1 年生では、学修計画表を基に学生の到達目標や生活状況を把握し、アルバイトと学

業の両立に向け生活リズムや時間管理について助言した。12 月に模擬試験と自主ゼミ

を実施し、少人数での解き直しと相互解説を行った。参加者 20 名の満足度は高かった

が、参加者数の少なさが課題として残った。 

2 年生では、病態学Ⅰ・Ⅲで反復学習ドリルを導入。満点習得を徹底した結果、再試

験者が減少し学生の成功体験に繋がった。国試対策は年 2 回の模試を実施し、12 月に

は詳細な解説で支援した。個別支援の強化が今後の課題である。 

3 年生では、年 2 回の国家試験模試を実施。学生の国家試験委員を中心にクイズ形式

で国家試験に回答するライングループを作成した。12 月の国家試験模試後に成績低迷

者クラスを立ち上げたが、低迷者ほど自分事として考えるのが困難であった。この低迷

者層を学修に向かわせる仕組みづくりが要である。 

4 年生では、月 1 回の外部業者の模試を実施し、結果を踏まえた対策（学内教員によ

る特別講座、専門の講師による講義）を実施した。前期は必修問題の得点率向上に重点

を置き、中期から後期にかけては一般問題および状況設定問題への対応力向上を図っ

た。その結果、看護師国家試験は新卒 129 名受験し、118 名合格（合格率 91.5％）、既

卒者を含む全体の合格率は 91.7％で、全国の 88.3％を上回った。保健師国家試験は、

7 名受験し全員合格であった。 

 

リハビリテーション学科 

2025 年度は「PTOT 全員合格の奪還」を合言葉に、専攻ごとに国家試験対策委員会

による年間対策スケージュールに準じて、専攻ごとの対策実績と反省、さらに学科とし

ての対策方針を 2 週ごとに進捗状況を確認し、その結果、理学療法学専攻は 36/36 の

100％合格、作業療法学専攻は 28/28 の 100％合格とダブル 100％を達成した。既卒生

の PT は 2/2 と 100％合格、既卒生の OT は 3/7 であった。全員合格できた背景には、

1 年次から国家試験ガイダンス・模試・小テストを計画的に実施し、基礎学力の定着を

図り、成績不良者に対しては個別面談・補習指導・保護者面談を実施し、早期支援を徹

底し、同時に国試模試実施回数：PT17 回、OT17 回実施した。国試対策の特別講義は

両専攻で 30 回、またジグソー法による相互学習や OT では夏季合宿などを実施した。

しかしながら 4 年次後期科目が未修得となり未受験となった PT 専攻 2 名、OT 専攻 5

名の学生が生じたことは反省し、次年度は完全合格を目指す。 

 

④ 入学定員の確保 

看護学科 

オープンキャンパスや高校訪問、出張講義、研究室訪問、大学見学会などを通じ、特

色のある教育課程について積極的に広報活動を行った。しかし、高校訪問においては、

看護・リハで分担して高校訪問を実施したが、他学科のことを積極的にアピールするこ

とは内容的に困難なため、対応策が必要である。 

2025 年度の資料請求数は 6470 件で前年の約半数（49.5％）に減少し、OC 等参加

者数は、延べ 682 名で 前年より若干減少した。また、オープンキャンパス参加者の

出願率は、OC 参加者数 285 名のうち出願者は 133 名で出願率は 46.7％であり、昨年
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度の 34.5％より 12.2 ポイント向上した。この結果から、OC 参加者において、本学を

希望する人の割合が増加していると推測される。 

来年度は、茅ヶ崎キャンパス単独でのオープンキャンパスを２回開催し、茅ヶ崎キャ

ンパスの地域性や環境面をアピールし、受験生の増員に繋げたい。 

 

リハビリテーション学科 

入学定数 40 名から 60 名（50％増）の定員増となった理学療法学専攻の入学定員確

保状況では 58/60 と 96.6％の充足率、作業療法学専攻では 31/40 と 77.6％の充足率と

なり入学定員の確保には至らなかった。学生確保に向けたオープンキャンパスや高校

訪問、出張講義、研究室訪問などを通じた積極的な広報活動を行ったが、PT 専攻の出

願者数 95 名、受験者数 92 名で、OT 専攻の出願者数 42 名、受験者数 40 名と減少し

た。この PT 専攻の受験者数の減少が、結果的に OT 専攻第二志望者の確保に至らず両

専攻とも定数割れとなった。2027 年度入試に向けては入試広報室と連携を密に重点校

の見直し増と高校訪問の徹底とオープンキャンパスのきめ細かな実施に向けリハ学科

として取り組んでいく。 

 

⑤ 休退学者減少への取り組み 

看護学科 

1 年生では、チューター教員は定期的に面談を行い、学習状況や体調を把握した。ア

ルバイトによって学習時間が減少している学生には奨学金受給を勧め、メンタル不調

な学生には必要時医療機関受診を促した。 

2 年生では、定期面談を通じ、学修状況や体調管理の把握に努めた。特に、1 年次科

目の再履修者に対しては、単位取得に向けた学修計画の立案をきめ細やかに指導し、修

学継続を促すための環境整備と支援を行った。 

3 年では、前期は看護専門科目が多くなるため、学生個々の看護専門職への志向が問

われる時期である。このため 3 年後期の本格的実習を前に、成績不良者への集中的指

導と厳しい選択が必要であった。 

4 年生では、国家試験対策と並行して定期的な面接を実施しメンタル面の支援を行っ

た。これにより、学生一人ひとりの学習状況や理解度、メンタル面の状況に応じたきめ

細かな学修支援を行い、休退学者を出すことなく 130名全員が卒業することができた。 

 

リハビリテーション学科 

休学者は、理学療法学専攻 8 名、作業療法学専攻 3 名で、退学者は理学療法学専攻 7

名、作業療法学専攻 6 名で、リハ学科全体の休学率は 3.4％、退学率は４％なり、リハ

学科として休退学者ゼロに向けた徹底した学生に寄り添う教育指導を実施していく。 

 

⑥ FD・SD 研修の充実 

看護学科 

教育力向上を目指した組織的な取り組みの一環として、教員によるふれあいグルー

プ病院の見学研修を実施した。その結果、病院の特徴や雰囲気を体感し、病院の利点、

可能性、課題を明確にすることができた。さらにチューター教員としてキャリア支援に

活かせる視点を得ることができた  

また、個々の教員の教育改善を目的とした授業参観(教員相互の授業評価)を実施した

結果、特に教員経験が浅い教員ではピア評価によって自己研鑽の方向性を見出し、次年

度の授業設計に役立てることができた。 

 

リハビリテーション学科 
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FD 活動としての相互授業参観は 4 回（PT2 回、OT2 回）参加教員 22 名で授業評価

と授業展開の提言を図り、より良い教育に努めている。また。教育の質的向上に関する

FD としては、「主体的な学びを促す授業設計」、「PROG テストの活用法」、「ハラスメ

ント予防」、「障害学生への合理的配慮」、「地域連携を深める社会貢献」、「リハ学科の３

ポリシー」などのテーマにて 10 回の FD 開催した。

⑦ 3 つのポリシーを踏まえた自己点検・評価及び認証評価への取組

看護学科

アセスメントプランに則り、機関別・課程別・科目別の各レベルで、3 ポリシーのア

セスメントを実施する体制を整えることができた。次年度はこれらを実行することで、

PDCA を確実に循環させたデータ蓄積を行い、次回の認証評価に資する準備を整える。

また、本学も加入している看護学教育評価システム（JABNE）の評価指針の情報収集

を行い、JABNE 受審に備える。

リハビリテーション学科

昨年、一般社団法人リハビリテーション教育評価機構による認証評価を受審し高評

価を得たばかりで、4 年後の同機構の認証評価の再受審に向けて教育関連の実績や臨床

実習関連の実態、教育研究業績等の記録保存を継続しており、このことは大学全体の認

証評価にも反映できる。 

⑧ 学生の学修時間や学修成果の把握による教育活動の見直し

看護学科

チューター個別面談時に、学生が立案した学修計画表をもとに学習時間の確認と指

導を実施した。

また、看護学科教務委員会を中心に、教員と教務事務部が連携し、学修の深化を図る

ため、進度の調整やクラス別・グループ別等の授業形態、試験方法等について継続的に

検討し、実施した。

また、ICT の活用による教育の充実を図るとともに、双方向型授業や自習支援の工夫

を取り入れ、学生にとって理解しやすい授業の実施に努めた。

リハビリテーション学科

平日の自宅復習時間に関する調査では、PT3 年生の 1 時間 40％、４年生 48％、OT3

年生では 30 分～１時間 37.5％、４年生 25％と学年進行とともに自宅での復習時間が

増加傾向であった。今後これら学習時間とＧＰＡとの相関などのＩＲ分析を加え、学生

の学修時間や学修成果を把握することで、適切な授業内容や課題量、評価方法を検証し、

カリキュラムや授業設計の改善に活かし、教育の質保証と学生の主体的な学びの向上

を図りたい。

⑨ キャリア支援と地域社会への貢献

看護学科

3 年生を対象に、ふれあいグループ 16 施設の合同就職説明会を、大学主催で 2025 年

7 月 19 日に実施した。看護管理者と卒業生等から直接、各施設の魅力について発表を

聞いたことで、学生は実習施設以外のふれあいグループ施設の理解が深まった。特に卒

業生との交流について学生には好評であった。

3 年生を対象としたふれあいグループ採用試験を実施した結果、ふれあいグループ施

設就職率が 45％（前年度 35％）であった。4 年生になる前に就職先の内定が出ること

で、早期から国家試験対策に取り組めるメリットを学生に伝え、今後も継続する。
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1,2 年次生に対しては、ふれあいグループ施設の紹介を、実習前後など時期を見極め

て今後強化していく。 

地域住民の生涯学習や大学の認知度上昇につながる企画として、本学で「子どもアド

ベンチャー」を開催した。また大学祭にさらに多くの住民が参加できるような企画を計

画する。 

 

リハビリテーション学科 

2025 年度 4 年生に向け 2/27 にふれあい G 病院の就職説明会を開催し、3/5 にはグ

ループ病院の OGOB からの臨床活動やキャリアアップの説明会を、8/6～8/19 にグル

ープ病院の見学会を実施するなどグループ就職を促通し、9/10・17 の両日に就職試験

を実施。その結果グループ入職は PT14 名/38 で 36.8％、OT13 名/33 で 39.4％と少な

く猛省。次年度のグループ病院への入職目標 50％は達成したい。 

 

⑩ 研究力向上に係る学内計画の策定 

看護学科 

公的研究費獲得上昇へ向けて、研究倫理 e ラーニングの実施や 厚生労働科研費につ

いて概要＆申請戦略に関する説明を行った。研究倫理 e ラーニング受講は早期に 100％

を達成し、・文科科研費の応募数は 25 件であった。 

学内研究費の獲得条件の 1 つに、研究成果（論文の掲載、書籍の発刊など）を加え研

究推進を図った。 

 

リハビリテーション学科 

リハ学科の 2026 年採択結果は、4 件採択された。内訳は基盤 C が 2 件、若手研究が

2 件であった。科研申請は該当教員 14 名中 12 名が申請した。 

 

【薬学部】 

① 経常費補助金の獲得増及び私立大学等改革総合支援事業の採択 

 

(1) 学修成果等の可視化 

完成年度を迎えている薬学部 73 校のホームページを調査し、そのうちアセスメ

ントポリシーに関する記述が確認された42校から情報を収集・整理した。さらに、

他大学のアセスメントポリシーと本学看護学科のアセスメントポリシー案、およ

び薬学部における三つのポリシーを相互に照合し、必要な項目の選定を行ったう

えで、アセスメントポリシーとして策定した。 

 

(2) アドミッション・オフィサーの配置 

各学生が修得した知識や能力等の客観的資料として「個人成績カルテ（S カル

テ）」を作成し、学生本人への成果開示と個別指導により学力・学修意欲の向上を

図った。また、保護者への成績状況の説明にも利用することで保護者との協力連携

の強化を図った。特に 2025 年度は、カルテ作成作業の効率化を図り、学生へのフ

ィードバックまでの時間を短縮することで面談タイミングの適正化を向上させた。 

 

(3) 高等学校教育と大学教育の連携強化 

今年度の高大連携の取り組みとして、5 月 9 日時に実施された三浦学苑高等学

校の見学を皮切りに高校単位での大学見学と、湘南鎌倉地区の高校生を対象とし

たアカデミック・インターンシップなどが例年通り実施された。インターンシップ

や見学会などを通して、参加校への積極的なアプローチによって、引き続き本学の
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手厚い教育体制をアピールできるよう 1 人 1 人の見学者を大事にしていく必要が

ある。また、高校側の要望を聴取する機会などを儲け、需要を理解するよう努める

ことも効果的と考えられる 

 

② 授業評価等の結果を生かした授業改善、教育活動改善への活用 

授業評価アンケート専門科目 総合平均数値 ［薬学］前期: 91% 後期: 92% 

目標値に対して専門科目の総合平均数値は 90.66%と高かった。一方で、前科目の中に評価

が 80%未満の科目が一つあったため、改善計画書の提出を求めた。今後、改善の成果を注

視する必要がある。 

 

③ 学修支援・CBT/OSCE 対策支援 

80％以上の定期試験合格率を達成していない科目責任者に対して、課題の分析と改善策

を依頼し、教務委員会、教授会にて共有した。 

入学前教育（対面）に関しては、体調不良者、遠方者を除きほぼ全員が受講した。また、

講義内容を撮影し、未受講者に対して履修の機会を提供した。 

CBT 対策として、模擬試験および体験受験を実施した。CBT 模試 1（5 月）の得点率は

49.1％、CBT 体験受験（8 月）は 55.9％、CBT 模試 2（9 月）は 51.2％、CBT 模試 3（11

月）は 52.4％であった。最終的に 54 名の学生が CBT 本試験を受験し、39 名が本試験合

格、再試験で 7 名が合格した。これにより最終合格率は 85.3％であった。 

 

④ 入学定員の確保 

2025 年度は、オープンキャンパスや高校訪問、出張講義、研究室訪問、インターンシッ

プの受け入れなどをとおして積極的に広報活動を行った。出願者は 147 名と前年度の 170

名を下回ったが、歩留率は昨年度より上昇し、70 名の入学者確保となった。2026 年度に向

けては、入試制度の見直しをはじめ高大連携の在り方や WEB オープンキャンパスの充実

を図るなど、本学独自の学生募集の在り方を創造し、それを伝統として築いていく。 

 

⑤ 休退学者減少への取り組み 

全体研修会を通じて、教育センターが主体となって適宜学修支援に関する情報を発信し

た。また、S-タスクフォースを中心に学習支援策について質向上を図った。さらに、昨年度

より導入した感情知能（EQ）に着目した支援体制について、さらなる量（個別指導から講

義導入にまで拡充）・質（PDC を通じた適宜改善）両視点での向上を図り、学生本人、支援

者である教員のスキル向上を計った。 

2025 年度の休学率は、1 年生 6％、2 年生 5％であり、全学年では 4％であった。退学率

は 1・2 年生ともに 10％、全学年では 4％であった。 

 

⑥ FD・SD 研修の充実 

全体研修会及び医療・教育研究会を着実に実施し教職員が大学の重要事項や活動内容を

共有し、改善を図ってきた。 

FD 、SD 活動長期計画に基づき、教育方法と研究領域の発展を目的として、組織的で持

続的な FD 活動 を積極的に実施してきた。 

大学運営方針を全体研修会時に、大学の理念を基本姿勢として常に共有してきた。 

自ら学び自ら考えて行動するという行動目標について、６S 活動や PDC 活動を通して教

員、職員が常に協力して取り組んできた。 

 

⑦ 3 つのポリシーを踏まえた自己点検・評価及び認証評価への取組 

薬学部医療薬学科の自己点検・評価の厳格化としての取り組みは、大学の理念や目的・目
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標に照らして教育活動等の状況を点検し、優れている点や改善すべき点などを評価し、その

結果を公表するとともに、その結果を踏まえて改善向上を行うことを目的としている。 

2025 年度は、他の薬学部(東京薬科大学、昭和大学薬学部)の自己点検・評価書を参考情報

として共有した。また、薬学評価機構のホームページに公開されている、薬学教育評価ハン

ドブック 2025 年度版(2026 年度受審用)から「受審大学を対象とする評価の手引き」の情報

を共有した。今後も引き続き、大学評価に関わる有用な情報を収集し、共有していく。 

 

⑧ 学生の学修時間や学修成果の把握による教育活動の見直し 

例年通り、講義科目では定期試験および課題・レポートにより評価した。また、実習およ

び演習科目でも実習試験およびレポート、ルーブリック評価により適切に評価した。 

間接評価として、通年ガイダンス後に実施している学生アンケートにて、修学時間や学修

場所、図書館利用などを調査している。授業アンケートは、講義時間内での実施を行い、回

収率を向上に努め、より客観的な数値を得ることができた。さらに、学修環境等については、

学生投書箱の意見で改善をおこなっている。 

 

⑨ キャリア支援と地域社会への貢献 

キャリア支援の一貫として、今年度もグループ施設インターンシップ実習の受け入れを

いただき、参加学生（４・５年生）の報告会を２０２５年１１月７日（金）に行った。受講

学生６２名中１７名の参加となり、目標値を下回ったが、受講者は熱心に聴講していた。 

また、５年生の就職活動に向けた各種対策講座を１１月６日、１３日に開催をしたが、参

加者は９名、４名の参加に留まった。開催時間が学生の希望に合わなかった可能性が考えら

れるため、次年度は参加しやすい開催時間等を検討していきたい。 

 

⑩ 研究力向上に係る学内計画の策定 

公的研究費の獲得 

・文科科研費の応募数は 19 件であった。 

・研究倫理 e ラーニング 受講が早期に 100％達成した。 

・全体研修会で厚生労働科研費について概要＆申請戦略に関する説明を行った。 

 

査読付き論文数の確保 

・教員の業績の実態調査を行った。 

 

【大学院】 

① 大学院教育の充実 

大学院保健医療学研究科は、修士課程に加えて博士後期課程の設置により大学院生の受け

入れ体制を強化するため、学士課程からの情報提供、卒業生に向けた研究活動の情報提供を

実施することができた。また大学院事務担当及び指導教員からの履修指導や、指導教員によ

る研究指導体制を充実させて、院生の研究教育活動の遂行に貢献することができた。 

 

② 研究科および各領域の定員確保 

アドミッション・ポリシーを遵守した学生募集活動を展開し、研究科および各領域の定員確

保を目指した。 

2025 年度は修士課程において 12 名を確保し、定員を満たした。内訳は健康増進・予防領域

2 名，心身機能回復領域 3 名、助産学領域 3 名、医療・マネジメントエグゼクティブ領域 4

名の 計 12 名である。また、博士後期課程においても 3 名を確保し、定員を満たした。 

 

③ 休退学者減少への取組 
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休退学の兆候を早期に指導教員が発見し、適切な支援を行った。 

2025 年度は、助産学領域 1 名が休学をしているが、2026 年 4 月に復学予定である。 

年間休退学率を各領域 2 名以下に抑えるとういう目的を達成することができた。 

 

④ FD・SD 研修 

2 ヶ月に 1 回行う全体研修会（大学部会）および年 2 回実施する医療・教育研究会に積極的

に参加し、教育方法や研究力向上を目的とした FD 活動を推進することができた。また、新

たな社会的価値の創造のため、研究の重点化を図り、戦略的な研究分野を確立したい。 

 

⑤ 認証評価への取組み 

次回の認証評価に向けて、データ及び資料を IR に基づき蓄積して準備を進めている。自己

点検・評価は大学院の３つのポリシーを踏まえた点検・評価項目の見直しを行い、評価結果

のフィードバックと改善事項に対する報告書を作成し、状況分析を行い、改善を図っている。 
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湘南医療大学 研究業績 

 (1) 著書 
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（２）学術論文（原著） 
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（３）その他の学術論文 
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（４）学会発表
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（５） 研究補助金等外部資金の新規受入れ状況（科研費・外部資金等） 
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２）茅ヶ崎看護専門学校 

① 志願者・入学者の確保 

定員 40 名の充足を最優先課題として学生募集活動を行ったが、18 歳人口の減少や大学

進学志向の影響を受け、オープンキャンパス等のイベント来校者の確保に苦戦した。 

その結果、出願率は前年度の 39.2％から 30.6％へ低下した。要因の一つとして、募集活

動の開始時期が遅れたことにより、競合校との募集競争において不利な状況となったこと

が考えられる。次年度は、受験しやすい AO 入試を中心とした募集活動を強化するととも

に、特別入試の出願期間延長など柔軟な入試制度を運用する。また、社会人出願者数が増

加したことから、社会人層を重点対象とした広報活動を推進し、志願者の確保に努める。 

 

② 休退学防止 

入学前教育や授業内で職業理解を促し、科目未修得や原級留置き者を出さないことを目

標に取り組み、2025 年度は、退学者 11 名（1 年 6 名、2 年 1 名、3 年 4 名）、と昨年より

も 4 名減少となった。 

 

③ 国家試験結果 

国家試験全員合格を目指し取り組んできたが、2025 年度看護師国家試験合格率 87.9％

となり、全国平均（90.1％）を下回る結果となった。 

 

④ ふれあいグループへの就職促進 

卒業生 66 名中、56 名（86.2％）が就職した。ふれあい奨学金を受給していない 23 名が

就職した。今後も、受給者・就職者共に増加するように支援していく。 

 

３）茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 

①休・退学防止 

 理学療法学科の休退学が目立ったが、作業療法学科、言語聴覚学科の休退学者は非常に少な

く抑えることができた。 

 

②国家試験合格率 

2025 年度の 3 学科新卒者の合格率は理学療法学科 88.0％、作業療法学科 83.3％、言語

聴覚学科は 79.2％であり、3 学科とも全国平均に届かなかった。 

 今年度の反省を踏まえ学力差の拡大・学力低下が著しいことに対応して、早い段階で学

内模試にて成績不良者を抽出し特に成績最下層は個々の学生の気質に合わせたサポート体

制を強化し丁寧な指導を実施する。 

 

③就職指導（グループへの就職希望者の増大、グループとの連携強化） 

2025 年度は 43 名(50%)の学生をグループに入職させることができたが、学科によって差が出て

いるので、次年度は、早期から積極的に働きかけ、希望勤務地への配属を後押しする。 
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４）湘南医療大学附属下田看護専門学校 

① 入学試験状況 

学費を大幅に減額したが、今年度も定員未達となった。主な要因は、他校不合格者の減

少と考える。少子化・過疎化に伴う少ない新卒者数の減少と大学進学の潮流による専門学

校希望者の減少している。 

 

② 実習施設との連携 

臨地実習指導者会議を通じて実習目標や指導方針を共有し、実習施設との連携のもと、

統一性・継続性のある実習指導を実施した。また、学習支援や健康管理、個人情報保護に

関する指導を行うとともに、課題のある学生には追加指導や学内学習を実施した。 

さらに、感染防止と安全管理を徹底し、各実習施設との緊密な連携により、学生及び患

者・利用者の安全を確保したうえで実習を完了した。 

 

③ 国家試験の合格率 100％ 

◯看護師国家試験合格率は、85％で目標未達であった。教材の充分な活用と学内模試試

験を活用したが、3 名不合格となった。昨年度に比べると 18 ポイント改善した。 

国家試験の不合格の原因としては、３名の学習が進まなかったと考える。この学年の１

年次は、今まで卒業した学年の１年次に比べて、最も不安の多い学力であったが、クラス

内の助け合いと各自の努力によって前年を上回る結果につながった。国家試験前等は、ク

ラス内で一緒に学ぶ姿が見られた。 

なお、准看護師試験は、全員合格した。 

 

④ 休退学の防止 

令和７年度は、退学者３名が発生し目標達成は未達であった。 

 

⑤ ふれあいグループへの就職の促進 

今年度は、４名／２０（２０％）がふれあいグループへ入職した。 

 

５）医療ビジネス観光福祉専門学校 

① ふれあいグループに有益な人材の供給 

 介護福祉学科及び医療ビジネス学科では、就職希望者の 84％にあたる 39 名がふれあいグル

ープへ入職した。 

 2025 年度 ふれあいグループへの就職 

  介護福祉学科            46 名中  36 名 

  医療ビジネス学科 医療事務コース  3 名中  3 名 

 

② 休学者・退学者の撲滅 
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 出席不足の起因から留学生 8名が学費未納となり除籍となった。 

 

③ 魅力ある学校づくり～国家試験、民間資格取得に向けた取り組み～ 

 医療ビジネス学科 平均して 6.9 種 

 介護福祉学科  介護福祉士国家試験  46名中 14 名合格（合格率 30.4％） 

介護福祉学科では、国家試験の結果、14 名が合格となり正式に介護福祉士となった。不合格 

の 32 名は経過措置により条件付きで介護福祉士になった。 

 

④ 実習施設との連携 

介護福祉学科の介護実習、医療ビジネス学科の病院実習では、多くの施設と連携を取ることが

でき、それがグループ施設への入職者数増加にも結び付いたと思料される。 

 

⑤ カリキュラム再編と指導力向上 

全員就職を目標に、エンプロイアビリティを学生に身につけるために全教職員が学生指導に

関わり、授業～就職活動～卒業まで一貫した指導内容の充実を図った。 

 

 

６）幼保連携型認定こども園みどり幼稚園 

〇健康 （健康で安全な生活を作り出す視点から捉え、いろいろな状況に思い巡らせ心や体

を働かせる）の目標は達成した。 

〇人間関係 （自立心を育て、人と関わる視点から捉え、他の人々と親しみ思いを巡らせ支

えあって生活する）年齢に合わせた取り組みを行った。 

〇環境 （周囲の環境に好奇心や探究心を持って関わり、生活に取り入れていこうとする視

点から捉え、考えたり扱ったりする）自然に触れて生活し、その大きさや美しさ、不思議さ

などに気付く。 

〇言葉 （言葉に対する感覚や言葉で表現する視点から捉え、経験したことや考えたことな

どを自分なりの言葉で表現する）保育者やともだちの言葉、話に興味や関心をもち、親しみ

を持って聞いたり、話したりする。生活の中で必要な言葉が分かり、使うことができる。親

しみを持って日常の挨拶をする。絵本や物語などに親しみ、興味を持って聞き、想像する楽

しさを味わう。 

〇表現 （豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする視点から捉え、感じたこと

や考えたことを自分なりに表現する）、作品展などを通して、成果を見ることが出来た。 

（教職員） 

教職員・保護者と連携・協力をして園児の安全確保に努めた。保育活動や年間行事を計画

し、活動や行事を通して園児の成長に繋げた。保育園は毎月、幼稚園は２ヶ月に一回、避難

訓練を行い（地震・不審者・火災など）非常時に対応できるよう日頃から危機管理を意識し、

日々話し合い、研修などで確認した。 

湘南医療大学の学生を受け入れ、幼児理解の学習に役立てた。 
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その他 

○ 人事計画及び組織 

（１）人事計画 

認定こども園みどり幼稚園及び湘南医療大学附属下田看護専門学校では、教員募集サイ

ト等を活用して教員確保に努めた。また、湘南医療大学看護学科の専任教員による附属下田

看護専門学校への教育支援を次年度も継続することとした。 

 

 （２）組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ コンプライアンスの徹底（継続） 

・理事会、評議員会及び各校園の会議・委員会を適切に運営し、学校運営の充実を図った。 

・大学及び専門学校において自己点検・評価を実施し、その結果を公表した。 

・教職員に対して行動指針等の周知を行い、コンプライアンス意識の向上を図った。 

 

　
　
　

　

　 　
　

　
　

　

　

　 　
　 　

　 　

　 　

学校法人湘南ふれあい学園 組織図(2025年度）

観光学科

介護福祉学科

内部監査班

評　議　員　会

医療ビジネス観光福祉専門学校

医療薬学科
湘南医療大学

理　事　会

臨床医学研究所

看護キャリア開発コアセンター

専攻科
助産学専攻

別科 介護福祉別科

認定看護管理者養成課程（１ｓｔ、２ｎｄ）

大学院　保健医療学研究科
保健医療学専攻

修士課程

学 園 本 部

看護学科

リハビリテーション学科

保健医療学部

薬学部

博士後期課程

理学療法学専攻

作業療法学専攻

認定看護養成課程（認知症看護分野）

助産学領域

公衆衛生看護学専攻

心身機能回復領域

健康増進・予防領域

幼保連携型認定こども
園みどり幼稚園

付帯教育事業　介護福祉士実務者
研修（通信課程）

医療ビジネス学科

看護師実習指導者講習会

茅ヶ崎リハビリテー
ション専門学校

付帯教育事業　社会福祉専攻科
（通信課程）

理学療法学科

茅ヶ崎看護専門学校 看護学科

湘南医療大学附属下田看護専門学校 看護学科

言語聴覚学科

作業療法学科
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Ⅴ 財務状況 

 

（１）決算の概要 

①貸借対照表の状況と経年比較 

 ア）貸借対照表の状況と経年比較 

2025 年度末の資産の部合計は 17,009 百万円で、その内訳は、固定資産 13,751 百万円、

流動資産 3,257 百万円となり、前年度に対して 437 百万円の減少だった。  

一方、負債の部合計は 5,405 百万円で、その内訳は、固定負債 3,177 百万円、流動負債

2,228 百万円となり、前年度に対して 110 百万円の減少だった。  

負債額 110百万円の減少の主な要因は、長期借入金返済に伴う減少によるものであった。  

負債額（前受金を除く）の総資産額に占める割合は 23.36％（昨年度 23.22%）だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

科　目 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

固定資産 15,182,720 14,606,920 14,339,804 13,888,303 13,751,911

流動資産 3,845,976 3,469,393 3,340,145 3,559,005 3,257,422

資産合計 19,028,697 18,076,313 17,679,950 17,447,309 17,009,333

固定負債
1,037,211 961,887 835,744 3,402,763 3,177,270

流動負債
4,695,303 4,628,069 4,742,365 2,113,565 2,228,126

負債合計 5,732,515 5,589,957 5,578,109 5,516,329 5,405,396

基本金
16,031,469 16,212,351 16,582,127 16,674,687 16,865,780

繰越収支差額
△ 2,735,287 △ 3,725,994 △ 4,480,286 △ 4,743,707 △ 5,261,842

純資産
13,296,181 12,486,356 12,101,840 11,930,979 11,603,937

負債及び純資産の部合計
19,028,697 18,076,313 17,679,949 17,447,309 17,009,333

減価償却累計額
3,021,632 3,541,795 4,065,098 4,582,184 5,080,910

（単位：千円）

貸借対照表の経年比較
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イ）財務比率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②事業活動収支計算書関係 

 ア）事業活動収支計算書の状況と経年比較 

当年度収支差額は、327 百万円の支出超過となった。 

収入：学生生徒等納付金収入は、前年度 2,764 百万円より約 151 百万円の増収で 2,915 百

万円となった。  

寄付金収入は、湘南医療大学運転資金の受配者寄付金配布 255 百万円、また学校法人の

学術研究活動振興、課外活動教育活動振興を目的とする特定公益増進法人に対する寄附 40

百万円を受け、300 百万円となった。  

補助金収入は、大学経常費補助金等、4 専門学校、幼保連携型認定こども園みどり幼稚園

への補助があり、総額として 776 百万円（前年度 637 百万円）となった。  

基本金組入額合計は 191 百万円となり、基本金組入前当年度収支差額（帰属収入）は、

327 百万円の支出超過となった。  

 

支出：人件費は、前年度 2,238 百万円より約 43 百万の減で、2,195 百万円となった。  

教育研究経費は、前年度 1,562 百万円より約 200 百万円増で、1,762 百万円となった。  

（主な増額 大学 看護学科 69 百万円、薬学部 50 百万円、別科 45 百万円）  

管理経費は、前年度 404 百万円より約 51 百万円減で 353 百万円となった。  

（単位：％） 

分　類 比　　　　率 算式（×100％）

運用資産－外部負債
経 常 支 出

流 動 資 産
流 動 負 債

総 負 債
総 資 産

現 金 預 金
前 受 金

基 本 金
基 本 金 要 組 入 額

運 用 資 産
要 積 立 額

168.39%

212.40%

-15.85%

31.62%

100.00%

65.41%

81.91%

258.14%

-25.05%

30.13%

100.00%

108.47%

146.20%

194.91%

-18.18%

31.78%

100.00%

52.89%

前 受 金 保 有 率

総 負 債 比 率

基 本 金 比 率

積 立 率

流 動 比 率

運 用 資 産 余 裕 比 率 -21.89%

30.92%

100.00%

82.65%

区　　　　　　　　　　分 2022年度

(R5.3.31)

2023年度

(R6.3.31)

2025年度

(R8.3.31)

2021年度

(R4.3.31)

2024年度

(R7.3.31)

74.96%

217.75%

70.43%

201.14%

-23.93%

31.55%

100.00%

69.03%

財

務

状

況
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科目 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

学生生徒納付金 2,261,123 2,447,984 2,600,941 2,764,492 2,915,228

手数料 44,294 52,819 43,364 45,420 40,504

寄付金 3,349 103,730 221,324 461,923 300,207

経常費等補助金 468,599 519,620 590,207 637,376 776,493

付随事業収入 38,422 36,043 32,302 27,760 21,873

雑収入 76,029 84,773 99,451 126,987 90,001

教育活動収入計 2,891,819 3,244,972 3,587,592 4,063,960 4,144,308

人件費 1,764,677 1,959,789 2,067,716 2,238,636 2,195,680

教育研究経費 826,365 1,654,564 1,507,403 1,562,450 1,762,863

管理経費 387,781 431,665 382,419 404,273 353,227

徴収不能額等 0 0 0 0 0

教育活動支出計 2,978,824 4,046,020 3,957,539 4,205,360 4,311,771

 教育活動収支差額 △ 87,004 △ 801,048 △ 369,947 △ 141,399 △ 167,462

受取利息・配当金 32 27 23 1281 4,937

その他の教育活動外収入 0 0 0 0 0

教育活動外収入計 32 27 23 1281 4937

借入金等利息 20,282 24,526 20,888 33,589 42,394

その他の教育活動外支出 0 0 0 0 0

教育活動外支出計 20,282 24,526 20,888 33,589 42,394

△ 20,249 △ 24,498 △ 20,865 △ 32,307 △ 37,457

△ 107,254 △ 825,546 △ 390,812 △ 173,707 △ 204,920

資産売却差額 0 0 0 0 0

その他の特別収入 530,416 15,915 8,839 6,995 9,966

特別収入計 530,416 15,915 8,839 6,995 9,966

資産処分差額 1,490 194 576 1,000 0

その他の特別支出 0 0 1,966 3,149 132,088

特別支出計 1,490 194 2,542 4,149 132,088

528,926 15,721 6,296 2,846 △ 122,122

421,597 △ 809,825 △ 384,515 △ 170,861 △ 327,042

△ 2,559,498 △ 180,881 △ 369,776 △ 92,559 △ 191,092

△ 2,137,826 △ 990,707 △ 754,291 △ 263,420 △ 518,135

（参考）

3,422,269 3,260,915 3,596,455 4,072,238 4,159,211

3,000,597 4,070,740 3,980,971 4,243,099 4,486,254

経年推移の状況が分かる資料

事業活動収支の経年比較

基本金組入額合計　④

当年度収支差額　⑤

事業活動収入計　①

事業活動収支

教育活動収支

収入

支出

（単位：千円）

事業活動支出計　②

教育活動外収支

収入

支出

教育活動外収支差額

基本金組入前当年度収支差額　③

経常収支差額

特別収支

収入

支出

特別収支差額
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事業活動収支経年比較
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イ）財務比率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③資金収支計算書関係  

ア）資金収支計算書の状況と経年比較 

（資金収支） 

収入：学生生徒等納付金収入は、前年度 2,764 百万円より約 151 百万円の増収で 2,915

百万円となった。  

寄付金収入は、湘南医療大学運転資金の受配者寄付金配布 255 百万円、また学校法人の

学術研究活動振興、課外活動教育活動振興を目的とする特定公益増進法人に対する寄附 40

百万円を受け、295 百万円となった。  

補助金収入は、大学経常費補助金等、4 専門学校、幼保連携型認定こども園みどり幼稚園

への補助があり、総額として 776 百万円（前年度 637 百万円）となった。前年度繰越支払

資金 3,110 百万円により、資金収入合計は 7,213 百万円となった。 

 支出：人件費 2,197 百万円、教育研究経費 1,302 百万円、管理経費 308 百万円、施設関

係支出 183 百万円などとなった。 

上記の結果、法人全体として翌年度繰越支払資金は 2,789 百万円となり、期首に比べて

321 百万円減少した。 

 

 

分　類 比　　　　率 算式（×100％）

人 件 費
経 常 収 入

教 育 研 究 経 費
経 常 収 入

管 理 経 費
経 常 収 入

基本金組入前収支差額
事 業 活 動 収 入

学 生 生 徒 等 納 付 金
経 常 収 入

経 常 収 支 差 額
経 常 収 入

-10.89%

42.02%

10.66%

-10.69%

72.50%

-25.44%

60.39%

50.99%

13.30%

-24.83%

57.63%

75.44%

区　　　　　　　　　　分 2022年度

(R5.3.31)

2023年度

(R6.3.31)

2025年度

(R8.3.31)

2021年度

(R4.3.31)

2024年度

(R7.3.31)

学生生徒等納付金 比率

人 件 費 比 率

教 育 研 究 経 費 比 率

管 理 経 費 比 率

事業活動収支差額 比率

経 常 収 支 差 額 比 率

経

営

状

況

52.92%

-4.94%

42.49%

8.51%

-7.86%

70.26%

-3.71%

61.02%

28.58%

13.41%

12.32%

78.19%

55.07%

-4.27%

38.43%

9.94%

-4.20%

68.00%
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科目 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

学生生徒納付金収入 2,261,123 2,447,984 2,600,941 2,764,492 2,915,228

手数料 44,294 52,819 43,364 45,420 40,504

寄付金収入 525,435 100,051 215,008 457,166 295,008

補助金収入 468,599 519,620 590,207 637,376 776,493

資産売却収入 1,474 0 0 0 0

付随事業・収益事業収入 38,422 36,043 32,302 27,760 21,873

受取利息・配当金収入 32 27 23 1,281 4,937

雑収入 75,994 84,586 101,152 127,814 91,369

小計　① 3,415,373 3,241,130 3,582,997 4,061,309 4,145,412

借入金等収入 1,000,004 0 0 0 0

前受金収入 1,326,957 1,401,488 1,449,276 1,464,637 1,431,074

その他の収入 50,204 66,171 63,629 42,931 42,786

資金収入調整勘定 △ 1,273,591 △ 1,373,056 △ 1,443,281 △ 1,492,042 △ 1,516,221

収入の部合計　Ａ 4,518,947 3,335,733 3,652,621 4,076,835 4,103,051

科目 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

人件費支出 1,753,838 1,945,385 2,060,698 2,222,823 2,197,961

教育研究経費支出 542,775 1,019,365 1,025,490 1,085,200 1,302,466

管理経費支出 335,597 345,325 334,320 359,098 308,732

借入金等利息支出 20,282 24,526 20,888 33,589 42,394

借入金等返済支出 103,968 103,968 81,108 127,002 244,086

施設関係支出 2,359,282 26,176 210,290 38,576 183,905

設備関係支出 28,332 100,461 30,941 24,951 25,475

小計　② 5,144,074 3,565,206 3,763,735 3,891,239 4,305,019

資産運用支出 56 4,130 751 1,509 1,270

その他の支出 193,083 384,853 295,425 324,086 522,657

資金支出調整勘定 △ 400,609 △ 244,817 △ 270,566 △ 335,814 △ 404,579

支出の部合計　Ｂ 4,936,604 3,709,372 3,789,345 3,881,020 4,424,367

科目 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

資金収支差額（①-②） △ 1,728,701 △ 324,076 △ 180,738 170,070 △ 159,607

資金収支差額（Ａ-Ｂ） △ 417,657 △ 373,639 △ 136,724 195,815 △ 321,316

翌年度繰越支払資金 3,425,420 3,051,780 2,915,055 3,110,868 2,789,550

資金収入差額
の部

資金収入の部

資金支出の部

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

資金収支の経年比較
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収入の部合計 Ａ 支出の部合計 Ｂ

資金収支差額（Ａ-Ｂ）

3,425,420

3,051,780
2,915,055

3,110,868

2,789,550

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

翌年度繰越支払資金

翌年度繰越支払資金

50



イ）活動区分資金収支計算書の状況と経年比較 

教育活動による資金収支収入は 4,139百万円、支出は 3,807百万円で差引 331百万円の

収入超過となった。 施設整備等活動による収入は、0円、支出は 209百万円で差引 209

百万円の支出超過となった。 その他活動による収入は 6百万円、支出は 438百万円で差

引 432百万円の支出超過となった。上記の結果、翌年度繰越支払資金は 2,789百万円とな

り、昨年度の 3,110百万円より 321百万円減少した。 

学生生徒等納付金収入

手数料収入

特別寄付金収入

一般寄付金収入

経常費等補助金収入

付随事業収入

雑収入

教育活動資金収入計

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

教育活動資金支出計

差引

調整勘定等

教育活動資金収支差額

施設設備寄付金収入

施設設備売却収入

施設設備補助金収入

施設整備等活動資金収入計　

施設関係支出

設備関係支出

施設整備等活動資金支出計　

差引

調整勘定等

施設整備等活動資金収支差額

小計 （教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）

借入金収入

貸付金回収収入

預り金受入収入

仮払金回収収入

その他の固定資産回収収入

預託金回収収入

敷金回収収入

立替金回収収入

小計

受取利息・配当金収入

過年度修正収入

収益事業元入金回収収入

その他の活動資金収入計

借入金等返済支出

貸付金支払支出

その他の固定資産支払支出

仮払金支払支出

預託金支出

預り金支出

立替金支出

出資金支出

収益事業元入金支出

差入保証金支払支出

小計

過年度修正支出

借入金等利息支出

その他の活動資金支出計

差引

調整勘定等

その他の活動資金収支差額

支払資金の増減額 （小計＋その他の活動資金収支差額）

前年度繰越支払資金

翌年度繰越支払資金

0 0 00 145,800,000

106,939,687

△ 88,585,727

0

△ 88,585,727

124,330,466

878,098,534

0

878,098,534

438,480,774

△ 432,149,002

0

134,077,309

△ 122,082,004

0

△ 122,082,004

△ 136,725,007

3,051,780,603

2,915,055,596

418,805

8,190

0

0

0

751,753

84,087,253

1,963,700

20,888,734

489,920

16,612,287

23,697

1,717,976

0

18,353,960

81,108,505

1,800,000

0

△ 48,139,280

金　　額

0

120,000

15,992,157

0

0

10,210

0

0

0

0

210,290,214

30,941,020

241,231,234

△ 241,231,234

△ 13,750,421

△ 254,981,655

2,060,698,942

1,025,490,569

332,357,240

3,418,546,751

162,711,736

44,130,639

206,842,375

金　　額

0

2023年度

2,600,941,057

43,364,925

200,000,000

15,008,000

590,207,926

32,302,529

99,434,050

3,581,258,487

△ 417,655,774

3,843,075,899

3,425,420,125

0

23,220

0

0

56,445

0

104,048,201

0

20,282,265

34,423

1,002,396,429

32,571

0

0

1,002,429,000

103,968,536

0

0

△ 1,295,754,308

金　　額

1,000,004,000

0

2,358,006

0

0

0

0

1,474,146

0

526,900,031

2,359,282,821

28,332,166

2,387,614,987

△ 1,860,714,956

178,341,649

△ 1,682,373,307

1,753,837,941

542,774,833

335,596,811

2,632,209,585

256,234,929

130,384,070

386,618,999

金　　額

525,425,885

2021年度

2,261,123,972

44,294,000

0

10,000

468,599,866

38,422,462

75,994,214

2,888,444,514

活動区分資金収支計算書の経年比較

（単位：円）

△ 432,149,002

△ 321,317,900

3,110,868,594

2,789,550,694

256,144

0

1,270,195

394,641,235

1,445,094

42,394,445

1,374,733

0

6,331,772

244,086,272

0

0

0

5,160

3,223,464

0

0

20,000

0

0

0

0

20,000

4,937,039

183,905,629

25,475,504

209,381,133

△ 209,381,133

△ 13,093,057

△ 222,474,190

110,831,102

金　　額

0

2025年度

2,915,228,264

40,504,010

255,000,000

40,008,000

776,493,574

21,873,046

89,994,730

4,139,101,624

2,197,961,200

1,302,466,596

307,287,794

3,807,715,590

331,386,034

1,919,258

333,305,292

金　　額

0

0

0

0

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　　目

収
入

支
出

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　　目

収
入

支
出

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　　目

収
入

支
出

2022年度

2,447,984,405

52,819,040

100,000,000

51,000

519,620,993

36,043,864

83,709,170

3,240,228,472

1,945,385,698

1,019,365,015

345,325,706

3,310,076,419

△ 69,847,947

126,046,937

56,198,990

金　　額

0

0

0

0

26,176,700

100,461,655

126,638,355

△ 126,638,355

△ 181,118,153

△ 307,756,508

600,000

0

△ 251,557,518

金　　額

0

0

11,090,132

0

0

0

0

△ 373,639,522

3,425,420,125

3,051,780,603

経年推移の状況が分かる資料

0

47,080

0

804,373

0

4,130,978

109,550,967

0

24,526,342

0

11,090,132

27,673

877,500

0

11,995,305

103,968,536

2024年度

2,764,492,471

45,420,295

400,000,000

57,166,000

637,376,549

27,760,424

126,987,111

4,059,202,850

2,222,823,793

1,085,200,419

355,949,331

3,663,973,543

395,229,307

29,475,179

424,704,486

金　　額

0

0

0

0

38,576,978

24,951,607

63,528,585

△ 63,528,585

678,951

△ 62,849,634

361,854,852

金　　額

0

0

0

636,305

0

0

0

281,328

917,633

1,281,740

827,417

0

3,026,790

127,002,840

0

0

169,068,644

△ 166,041,854

0

△ 166,041,854

195,812,998

2,915,055,596

3,110,868,594

0

40

3,817,823

0

0

1,509,369

132,330,072

3,149,366

33,589,206
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ウ）財務比率の経年比較 

 

 

 

 

  

（２）その他 

①有価証券の状況 

  本学校法人では、有価証券は所有していない。 
 

②借入金の状況 

（長期） 

 

 

 

 

（短期） 

 

 

 

 

 

③学校債の状況 

  本学校法人では、学校債は発行していない。 

 

④寄付金の状況 

【特定公益増進法人】         

特別寄附（一般の方より） 8,000 

特別寄附（グループ企業より寄付） 40,000,000 

 

【受配者指定寄付金】 

   2025 年度中に配布を受けた寄付金 

受配者指定寄付金 255,000,000 

 

 

分　類 比　　　　率 算式（×100％）

教 育 活 動 収 支 差 額
教 育 活 動 収 入 計

-10.31%-24.69%

区　　　　　　　　　　分 2022年度

(R5.3.31)

2023年度

(R6.3.31)

2025年度

(R8.3.31)

2021年度

(R4.3.31)

2024年度

(R7.3.31)

教育活動収支差額 比率 -4.04%-3.01% -3.48%

円 利　率 ％

円 ％

円 ％

円 ％

円

2045年3月31日

2.060

1.190

1.490

みずほ銀行

計

借　入　先
みずほ銀行

金　額
341,929,169

返済期限使　途

2,519,992,000
2,984,371,169

みずほ銀行

2031年3月31日

2033年10月31日122,450,000
校地購入・校舎改修資金

校舎改修資金

校地・校舎購入資金

（単位：円） 

％

％

％

％みずほ銀行 140,004,000 校地購入・校舎改修資金 1.490

計 244,086,272

借　入　先 使　途 利　率

みずほ銀行 校地・校舎購入資金 2.060

みずほ銀行 校舎改修資金 1.190

85,482,272
18,600,000

金　額
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⑤補助金の状況 

湘南医療大学、専門学校には、経常費補助金及び授業料等減免費交付金として、国・県

より補助金が交付された。その他、茅ヶ崎看護専門学校、湘南医療大学附属下田看護専門

学校には、看護師養成校として養成所補助事業に対する補助金が交付された。認定こども

園には、横浜市より、子ども･子育て支援教育･保育給付費等認定こども園運営に関する補

助金が交付された。 

 

 
　

本部 茅ヶ崎看護 ﾘﾊ校 医療ﾋﾞｼﾞﾈｽ校 みどり幼稚園 下田看護 湘南医療大学 合計

国庫補助金

経常費補助金収入 207,108,000 207,108,000 国庫補助金

国庫補助金

授業料等減免費交付金 197,073,000 197,073,000 国庫補助金

神奈川県

経常費補助金 10,463,000 16,639,000 11,708,000 38,810,000 神奈川県
　＊申請書別紙

神奈川県･静岡県

看護師等養成所補助事業 28,297,000 18,321,000 46,618,000
　＊申請書別紙

神奈川県

介護福祉士養成施設日本語学習等支援事業費 90,000 90,000 神奈川県

神奈川県

地域開放推進費 0 神奈川県

補助対象経費（課税）

神奈川県･静岡県

結核健康診断及び予防接種 13,922 23,002 9,562 46,486
補助対象経費（課税）

神奈川県･静岡県

授業料等減免費交付金 19,452,100 25,463,000 3,255,100 4,724,700 52,894,900

神奈川県･静岡県

物価高騰対応支援金 90,000 90,000 90,000 330,000 600,000
補助対象経費（課税）

横浜市

私立幼稚園等補助金 481,000 481,000 横浜市
補助対象経費（課税）

横浜市

はまっこ広場事業補助金 500,000 500,000 横浜市
補助対象経費（課税）

横浜市

子ども･子育て支援教育･保育給付費 194,858,874 194,858,874 横浜市

横浜市

私立幼稚園等一時預かり保育事業補助金 1,341,300 1,341,300 横浜市
補助対象経費（課税）

横浜市･相模原市

結核健康診断及び予防接種 32,721 32,721 横浜市・相模原市

補助対象経費（課税）

横浜市

人事院勧告に伴う公定価格差額分 13,970,980 13,970,980 横浜市

横浜市

横浜市特定教育・保育施設預かり保育事業 20,147,485 20,147,485 横浜市
補助対象経費（課税）

小金井市

小金井市子ども・子育て支援教育・保育給付費等 645,650 645,650 小金井市
補助対象経費（課税）

横浜市

横浜市保育士宿舎借り上げ支援事業補助金 456,000 456,000 横浜市

下田市

下田市医療･介護･社会福祉施設等物価高騰対策支援金 1,050,000 1,050,000 下田市

横浜市

運営継続支援臨時加算 98,860 98,860 横浜市

　国庫補助金合計 0 0 0 0 0 0 404,181,000 404,181,000 国

神奈川県･静岡県補助金合計 0 58,316,022 42,215,002 15,143,100 0 23,385,262 0 139,059,386 神奈川県･静岡県

市補助金　合計 0 0 0 32,721 232,500,149 1,050,000 0 233,582,870 横浜市他

2025年度　補助金（消費税計算資料）

神奈川県・静岡県

神奈川県・静岡県

神奈川県・静岡県

神奈川県・静岡県
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⑥関連当事者等との取引の状況 

ア） 関連当事者について下表のとおり イ)出資会社は該当なし 

イ）  
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⑦学校間財務取引 

  該当なし 

 

Ⅵ 施設・設備報告 

2026 年 3 月現在 学校法人所有財産の状況は次のとおりである。 

    校地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    校舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

みどり幼稚園 ㎡

茅ヶ崎看護専門学校 ㎡

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 ㎡

医療ビジネス観光福祉専門学校 ㎡

㎡

㎡

㎡

湘南医療大学附属下田看護専門学校 学生寮 ㎡

㎡

校舎

湘南医療大学

湘南医療大学附属下田看護専門学校

合計

3,752.04神奈川県茅ケ崎市南湖一丁目3690-4　他

52,739.94

計 4,215.92

静岡県下田市柿崎字孫ノ段736-4　他 1,322.86

静岡県下田市柿崎腰越289

静岡県下田市柿崎字腰越288-1　他 3,498.57

1,106.50

717.35

神奈川県相模原市南区上鶴間本町三丁目2850-1　他

2,929.00神奈川県横浜市戸塚区汲沢二丁目1682番　他

神奈川県茅ケ崎市今宿字生神場383-4　他 1,477.64

(グラウンド隣接地）神奈川県横浜市戸塚区汲沢６丁目1869-2 169.00

37,935.98

神奈川県横浜市中区山手町27番1 他　　※ 10,973.00

計

神奈川県横浜市戸塚区上品濃16番5　他 18,872.36

所　在　地
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16番49 7,921.62

計

㎡

神奈川県横浜市戸塚区上品濃

16番地48　16番地15 ㎡

神奈川県横浜市中区山手町

27番地1　27番地16　　

47番地2　47番地1

神奈川県横浜市中区元町五丁目

220番地4 ㎡

グランウンド隣接休憩所 ㎡

㎡

神奈川県横浜市戸塚区汲沢二丁目

1670-2 ㎡

神奈川県横浜市戸塚区汲沢二丁目

1702-1　1682　1682-3　1670-6　 ㎡

㎡

㎡

神奈川県茅ケ崎市南湖一丁目

3690番地5 ㎡

神奈川県茅ケ崎市南湖一丁目

4617番地1 ㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

所　在　地 構　造 計

13,588.09

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

睦屋根・合金ﾒｯｷ鋼板ぶ

き9階建他

鉄骨造合金ﾒｯｷ

鋼板ぶき2階建

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根地

下１階付2階建

小計

733.23

443.46

385番地1　384番地1　386番地1

1,176.69

神奈川県茅ケ崎市今宿字生神場
鉄骨造陸屋根4

階建

9,296.80

湘南医療大学

23,042.22小計

茅ヶ崎看護専門学校

幼保連携型認定こども園
みどり幼稚園

神奈川県横浜市戸塚区汲沢六丁目1869-2 157.33

4,490.96

鉄骨造亜鉛ﾒｯｷ

鋼板葺3階建

鉄骨造陸屋根・亜

鉛ﾒｯｷ鋼板葺3階

建

小計

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

三丁目2850番地1　2856番地3 4,360.56

5,725.54

神奈川県相模原市南区上鶴間本町 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

造陸屋根地下１

階付14階建
医療ビジネス観光福祉専門学校

静岡県下田市柿崎字寺ﾉ上1192番地

静岡県下田市柿崎字腰越289番地

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

瓦葺3階建

静岡県下田市柿崎289番地　講堂 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

ｺﾝｸﾘｰﾄ屋根

平屋建

1193番地12　1～3階部分 2,846.76
湘南医療大学附属
下田看護専門学校

736番4　737番6

静岡県下田市柿崎字孫ﾉ段

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

陸屋根5階建

静岡県下田市柿崎字矢合1084番地11　

湘南医療大学附属
下田看護専門学校
学生寮

1,773.99

42,180.45

静岡県下田市柿崎字吉ﾉ上1188番地１

361.37

387番地3　390番地 2,893.32

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根

地下１階付5階建

1,234.58
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Ⅶ 生涯学習事業報告 

湘南医療大学看護キャリア開発コアセンターでは、看護師実習指導者講習会、認定看護

管理者（ファーストレベル、セカンドレベル）を開講した。 

また、地域医療、福祉系への協力事業としては、介護系では、介護職員初任者研修、福

祉系では、社会福祉士国家試験対策講座、社会福祉士実習指導者講習会を開講した。  

 

Ⅷ 収益事業の状況 
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Ⅸ 監査報告 

2025年度は、下記の監査対象校の内部監査及び監事監査を以下の通り実施した。 

 【業務監査】 

監査対象校 内部監査   監事監査    結果 

湘南医療大学 
2025年 

9月 24日 

2026年 

3月 25日 

適性な運営であるこ

とが確認された。 

茅ヶ崎リハビリテー

ション専門学校 

2025年 

9月 1日 

2026年 

3月 25日 

適性な運営であるこ

とが確認された。 

※監事監査はオンラインにて実施。 

 

【会計監査】 

2026 年 5 月 20 日 公認会計士より監事 2 名が 2025 年度の予算執行状況等の説明を受

け、適切な運営であることが説明された。 
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資料1

R03 R04 R05 R06 R07 R06-R07対比

①

12.3% -24.8% -10.7% -4.2% -7.9% 悪化

②

-4.4% -5.5% -15.1% -13.8% -15.4% 悪化

71.0% -22.2% -24.1% -15.9% -18.2% 減少

81.9% 75.0% 70.4% 168.4% 146.2% 減少

258% 218% 201% 212% 195% 減少

③

5.9% 5.8% 4.7% 19.5% 18.7% 微減

26.7% 28.0% 26.8% 12.1% 13.1% 増加

22.4% 22.3% 31.6% 31.6% 31.8% 変化なし

32.1% 32.3% 46.1% 46.2% 46.6% 微増（悪化）

④

108.5% 82.6% 69.0% 65.4% 52.9% 減少

資料2 2,059,277,967

（千円）

R03 R04 R05 R06 R07

3,425,420 3,051,780 2,915,055 3,110,868 2,789,551 -635,869 減少

4,269,328 4,037,835 3,971,181 3,878,227 3,781,319 -488,009 減少

3,157,862 3,692,429 4,222,750 4,755,649 5,273,809 2,115,947 増加

資料３

回転

総資産基本金組入前当年度収支差
額比

-1.9%

基本金組入前当年度収支差額比 24.5%

総資産回転率 0.2

事業活動収入 4,159

基本金組入前当年度収支差額 -327

積立額
減価償却累計額+退職給与引当金+第2号基本金+第3号
基本金

総資産 17,009

総資産基本金組入前当年度収支差額比率関連指標                       （百万円）

項目 計算式 R03-R07間傾向

運用資産 現金預金+特定資産+有価証券

外部負債 総負債ー（退職給与引当金+前受金）

令和5年度の当該率の大学平均は、71.9％であり、本学園は、平均を下回っている。減価償却累計額はR3年
からR7年度末で約２０億５９百万円増加している。

※総負債には、内部負債である「退職給与引当金」及び「前受金」を算入しないことを原則とした。

運用資産及び外部負債の金額

下記の表より、運用資産は減少かつ外部負債も増加している。ただし、積立額も大幅に増加しているため、運営が安定していることを示している。

将来支出に備える保有資産の状況

積立率
運用資産(現金預金+特定資産+有価証券）/要積立額（減
価償却累計額+退職給与引当金+第2号基金+第3号基
金）

流動負債構成比率 流動負債/（総負債+純資産） 当該比率は、低い方が好ましい。

当該比率が100％以下であるため、他人資金である総負債が自己資金である純資産を下回っている。

当該年度に収受している翌年度分の授業料や入学金等が、翌年度繰越支払資金たる現金預金の形で当該
年度末の保有比率が100％を超えており、問題は無い。

固定負債構成比率 固定負債/(総負債+純資産）

負債比率 総負債/純資産

総負債比率 総負債/総資産
当該比率50％以下は、負債総額が純資産を下回っていることを示す。本学園の財務安全性は確保されてい
る。

負債水準の状況

施設整備計画や手元資金の状況に比してこの比率が高い場合、経営上の留意が必要となる。

内部留保資産比率 (運用資産-（総負債)）/総資産
法人が自己資金として保有する「純資産（＝資産 − 負債）」の割合を示す。R06でやや改善したが、現金預金が減少したこと
で、悪化した。今後も、寄付金、補助金等の獲得を強化して資産の増強をを図る。

運用資産余裕比率(年) (運用資産-外部負債）/経常支出
何年分の経常支出に相当する資産的余裕があるかを示す。薬学部設置後、マイナスが続く。経常支出を圧縮
し、安定的収入源の確保を行う必要がある。

流動比率 流動資産/流動負債
短期的な支払い能力を示す。流動負債が減少（借入返済等）したが、固定負債の返済により現金預金が減少
したため、昨年より悪化した。今後も安定的な流動性管理を維持する。

前受金保有率 現金預金/前受金

事業活動収支差額比率 基本金組入前当年度収支差額/事業活動収入
教育・研究などの事業活動における収支のバランスを示す。赤字幅が悪化し、収支の改善が必要な状況が続
いている。

負債に備える資産の蓄積状況

経営状況

（３）経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策
学校法人湘南ふれあい学園の経営状況の分析(過去5年間）、経営上の成果と課題
下記の財務比率は、経営状況、負債の状況、及び将来の備えに対する資産の保有状況の実施結果の分析を示している。

比率名 計算式 経営上の成果と課題（自己点検・評価）
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湘南医療大学 2025 年度卒業時アンケート 

 

 

 

 

 

アンケートの概要 

 

○実施日：2026 年 2 月中旬～3月上旬 

 

○回答者の属性について 

１）学科専攻 

学科専攻名 回答数 卒業生数 

看護学科 128 130 

理学療法学専攻 37 38 

作業療法学専攻 32 33 

学校全体 197 201 
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Ⅰ 入学時の期待 

２）本学は入学を希望していた大学でしたか。 

 

 

 

３）学部学科専攻は希望通りでしたか。 

 

 

 

Ⅱ 本学における教育内容について 

４）共通科目である語学や人文科学系について 
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５）学科専攻の専門科目について 

 

 

 

６）臨地・臨床実習について 

 

 

 

７）看護研究・統合実習（看護研究も含む）、理学療法卒業研究、作業療法研究法・作業療法研究法演習について 
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８）国家試験対策について

Ⅲ 在学中の成長 

９）大学で学んだ専門職としての知識や技術を活かすこと

10）問題・課題に対して自ら行動すること
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11）他の職種と連携すること

12）他者とのコミュニケーションを通じ良好な関係を築くこと

13）大学で身につけたマナーや一般常識 
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14）高い倫理観（社会生活を送る上でのきまりごとや守るべき道理）を持つこと 

 

 

 

15）自己研鑽に努めること 

 

 

 

Ⅳ 本学における就職支援について 

16）就職支援に満足していますか。 
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17）最終的な卒業後の進路（就職・進学等）に満足していますか。 

 

 

Ⅴ キャンパスライフについて 

18）本学在学中、力を入れた活動を選んでください。（複数回答可） 
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19）コロナ禍の中、あなたにとって大きな影響を受けたものを選んでください。（複数回答可） 
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20）食堂について 

 

 

 

21）売店について 

 

 

 

22）自動販売機について 
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Ⅵ 総合的な評価について 

23）入学前と比較して『湘南医療大学は良い大学だ』という思いは強まりましたか。 

 

 

 

24）あなたが 4年間で『専門職に就く覚悟やモチベーション』が最も高まった科目は何ですか。 

 

 

科目名 件数 科目名 件数 科目名 件数

統合実習 12 総合臨床実習 15 解剖学 5

臨地実習 10 解剖学 4 特になし 2

急性期看護実習 6 評価学実習 2 評価実習 2

プロフェッショナル論 5 実習 2 総合臨床実習 2

人体の構造・機能 4 チーム医療論 1 OT専門の科目全部 1

慢性期看護実習 3 国家試験対策 1 基礎作業学 1

看護倫理 2 基礎理学療法学 1 運動学 1

ナーシングプロセス 2 リハビリテーション工学 1 総合臨床実習I 1

生命倫理学 2 理学療法評価学 1 作業療法管理・運営II 1

精神 2 文化人類学 1 実習 1

災害看護学 2 理学療法概論 1 倫理学 1

国家試験対策 2 義肢装具学 1 日常生活支援論 1

看護基盤実習 1 精神障害作業療法学 1

文学 1

公衆衛生看護学系 1

チーム医療論 1

小児看護 1

特になし 1

チーム医療論II 1

看護基盤実習II 1

小児看護学 1

成人看護学 1

看護学科 理学療法学専攻 作業療法学専攻
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25）あなたが 4年間で『湘南医療大学でこの科目を受講できて良かった』と思う科目は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目名 件数 科目名 件数 科目名 件数

人体の構造・機能 11 解剖学 11 解剖学 5

チーム医療論 8 解剖学実習 3 チーム医療論 2

統合実習 5 総合臨床実習 3 司法精神科作業療法 2

プロフェッショナル論 2 義肢装具学 3 特にない 1

チーム医療論II 2 倫理学 2 倫理学 1

看護倫理 2 リハビリテーション工学 2 作業療法評価学 1

精神 2 障害者スポーツ 1 田邊先生の授業全般 1

ナーシングプロセス 2 運動学 1 総合臨床実習 1

特になし 2 理学療法卒業研究 1 心理学 1

レクリエーションスポーツ 2 リハビリテーション概論 1 地域リハビリテーション実習 1

災害看護学 1 神経系理学療法 1 精神科についての授業 1

専門科目全般 1 実習 1

臨地実習 1

専門分野全て 1

慢性期看護実習 1

ない 1

チーム医療論Ⅱ 1

急性期看護実習 1

看護基盤実習Ⅰ 1

公衆衛生看護学系 1

ヘルスプロモーション実習 1

生命倫理学 1

精神看護学 1

ナーシングプロセスII 1

保健医療看護の最前線 1

国試対策 1

人体の構造・機能I 1

人体の構造・機能II 1

看護学科 理学療法学専攻 作業療法学専攻
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26）本学に対するご意見や改善点があれば具体的にご記入ください。（自由書式）

意見 件数 

各キャンパスの講義室や図書館のWi-Fi 環境を整えてほしい。 4 

学内全体の連絡事項が遅いことが気になりました。(試験時間割、授業時間割、成績表発送等) もう少し早めに教えて

いただけると有難いかなと思いました。4 年間ありがとうございました。 

4 

駅から大学まで遠いのでバスなどを出して欲しい。日陰もない道を夏に歩くのはしんどい。夏の間は、バスが利用できるように

して欲しい。 

2 

学生が相談したことに対して親身に寄り添ってくれる先生もいれば、そうでない先生もいた。 1 

担任制とチューター制度の併用が、とても手厚くサポートしていただけて、本当に有難かったです。たくさんご迷惑をおかけし

て、本当にお世話になりました。 

1 

国家試験対策の部屋で、成績低迷者に対するサポート授業をしていたため、その部屋を利用して自習することができなか

った。授業がある時は他の講義室も開けて欲しい 

1 

一年のうちに数回模試が欲しい。国試に受かるために何を行うべきかがわからず、なぜ勉強してるかがわかれば積極的に勉

強するようになると感じたため。 

1 

山手キャンパスに食堂がないことや男子トイレが少なすぎる。 1 

食堂も小さいので広げて欲しい 1 

学食の値段を安くしてほしい 1 

事務の人一部の対応がとても嫌な思いをしたので改善すべき 1 

事務との連絡がもう少しスムーズにできると良いと思う。 1 

重要連絡の呼び出しなどは 4 階の掲示板などでも行っていただけるとありがたいと思う。 1 

大学の運営や授業について、できない人に基準を合わせすぎていると感じることがあります。その結果、意欲的に取り組ん

でいる学生にとって物足りなさや不公平さを感じる場面があります。また、アンケートや意見箱で意見を提出しても、改善や

反映が見られず、学生の声を真摯に受け止めてもらえていない印象があります。さらに、授業内容が分かりにくいと感じる科

目もあり、説明の工夫や改善を検討していただきたいです。 

1 

学費が高い 1 

大学に 21 時までいたかったです。 1 
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